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教員による報告・記録
この章では、本学の博物館学芸員課程のねらいや教育活動、
また博物館学芸員課程担当教員の研究活動などを報告します。
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博物館概論  美術館と博物館について
基礎教育センター 教授　山﨑　均
１．博物館と学芸員の基礎知識
　本学の博物館学芸員課程を履修する学生が最初に出会う
講義は「生涯学習概論」と「博物館概論」という必修科目
である。今日では、実に多彩なコレクションを持った美術
館と博物館が社会の様々な場面で重要な活動を展開してい
るため、博物館そのものについての基礎的知識を適切に理
解しておくことは極めて重要である。さらにそれらの博物
館活動においては、学芸員と呼ばれる専門的職員たちがそ
の中心的な職責を果たしている。彼らは日々、博物館資料
の収集、保管、展示及び調査研究その他これと関連する事
業を博物館において行っている専門的職員である。博物館
の基礎知識と博物館という場ではたらく学芸員に関する専
門性の基礎的能力を養うことをねらいとして「博物館概論」
は、「生涯学習概論」とともに課程履修のなかで、まず学
修すべき単位科目となっている。いわば、博物館に関する
あらゆる活動の基本知識、その活動を支える専門的職員で
ある学芸員が常に拠りどころとしている重要な知見とコン
セプトを網羅的に学ぼうとするときの入門的な必修科目と
なっている。博物館学芸員課程においては、１年次におい
て「博物館概論」と「生涯学習概論」を履修した後、２年
次以降、博物館各論にあたる必修科目を下記のように順次
修得し、さらに学芸員に必要な教養を深める関連科目計８
単位を４年次までに修得する。
□１年次　　
博物館概論（２）・・・・・・・・・・前期
生涯学習概論（２）・・・・・・・・・後期
□２年次
博物館経営論（２）・・・・・・・・・前期
博物館資料論（２）・・・・・・・・・前期
博物館資料保存論（２）・・・・・・・後期
□３年次
博物館情報・メディア論（２）・・・・前期
博物館展示論（２）・・・・・・・・・後期
博物館教育論（２）・・・・・・・・・後期
□４年次
博物館実習（３）・・・・・・・・・・通年
*（　）内の数字は単位数を表す。　　
　
 このように博物館学芸員の仕事を現場で実際に体験的に
学ぶ貴重な機会である課程履修総仕上げとしての「博物館
実習」に至るまでの４年間を通じて、計画的かつ段階的
に、博物館の諸機能と学芸員活動のミッションについての
理解を深めつつ、履修学生は博物館に関する必修科目と本
学が独自に設定した履修に有益と思われる関連科目の単位
を修得することとなっている。本稿を皮切りにして本年報
においては、こうした博物館に関する必修・関連科目の内
容と取組みを順次紹介していくこととしている。課程履修
の学生や履修を希望する学生にとってはその科目履修の意
義を深く理解するための一助としていただければ幸いであ
る。また、最近の博物館の新しい動向として、時代の変化
と地域創生の流れのなかで個々の博物館活動に閉じこもる
だけではなく、異種の博物館どうしの交流や共催による展
覧会の合同調査と研究を常日頃から機会あるごとにすす
め、その成果発表となる展覧会の共働と連携を図り、コレ
クションの相互賃借と共働研究による広域的、多面的な学
際的活用をめざす展覧会の企画が著しく活発になってきて
いる。こうした新しい時代の状況に鑑みて、博物館学芸員
に求められる資質も多様化、高度化し、博物館をこれまで
以上に社会教育と生涯学習の場として活用する人々の学習
意欲に応えるために、さらに専門性を深めることはもちろ
んのことだが、社会人としてのコミュニケーション能力の
向上、ファシリテーター的な役割を意識した人格的向上と
幅広い教養が博物館学芸員にいままで以上に求められてき
ている。学芸員に期待されているものも時代ととともに変
化を遂げているのである。したがって「博物館概論」にお
いては、博物館に関する基礎的知識の理解に努め、博物館
に固有の専門性の基礎となる能力を養うとともに、一方で
は社会人としての常識と教養を常に深める態度と人格的向
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上に努めることの必要性を強く訴えている。一方において、
博物館に期待されているもの、時代の動向を冷静に分析し、
博物館を基礎づける博物館学の最新知見をふまえて、次世
代を視野に入れて時代をこえていく博物館という機関に寄
せられる社会的信頼、その専門的活動を司る学芸員の能力
を不断に養うことは一貫して変わらないといえる。
２．「博物館概論」の内容とミッション
　「博物館概論」においては、その中核となる博物館そのも
のを専門的に研究する博物館学という学問分野が存在し、さ
まざまな学術的な知見が歴史的に蓄積されて専門的な調査
研究がおこなわれてきていることをまず学ぶ。博物館学も
様々に分化し、博物館についての歴史的研究をはじめ、博物
館が社会のなかでどのように意識されて存在してきたかをめ
ぐり、教育学、社会学、倫理学、哲学的、人類学、美術史学、
美学、社会経済学など、自然・人文科学の学問分野ごとに極
めて多種多様なアプローチが成立している。博物館学は単な
る博物館の分類学であり、学芸員の職能はコレクションの解
説と保護だけであると思われてややもすれば博物館学は軽
んじられてきたきらいが過去にあったが、今やそうした表面
的な理解に留まっていてはもはや現代の博物館のミッション
と意義を適切に捉えることはできない。博物館が果たすかけ
がえのない活動の重要性、博物館のミッションを自覚し、そ
の活動を分析し社会と文化の創造と発展とともに理解し、再
発見、再認識することは、現代の社会文化を深く解明するう
えでは必須となっている。こうした逆転や変化がなぜ社会的
に生起してきたかにも関心を向けながら、履修生は博物館学
の成果を学び、博物館とは何かを同時並行に整理して、具
体的な事例とともに学ぶこととなる。博物館学の成立と歴史
的な展開、博物館学の目的、方法と学問的構成をそれぞれ
詳らかにし、博物館とは何かを身近な生活圏のなかで捉えな
おし、焦点化することが極めて大切である。履修生は過去の
人生で経験した実際の博物館体験を改めてふり返り、それが
どのようなものであったかを回想法的に思い出し、その意義
を言語化し、互いに博物館について討議することを講義の
なかで行っている。履修生は今までの博物館体験の蓄積を
改めて意識し、それらの経験と現在の博物館とを比較しなが
ら、自分が博物館学芸員になった立場を想定して積極的に博
物館を訪問することをすすめている。また同時に作家がどの
ように博物館を自己の作品創造のヒントに役立ててきたかに
ついても注意を促している。たとえば、岡本太郎が縄文土器
の美を見抜いてその凄みと独自のクオリティを社会に訴えた
きっかけとなったのは博物館や大学の縄文土器のコレクショ
ン群であり、写真のクローズアップによる部分的な造形美の
強調であった。そのことにより日本美術史は一変し、縄文時
代についての知見は考古学的な次元とともに美学や美術史
なアプローチが可能となった。岡本太郎の代表作《太陽の塔》
（１９７０年）は人々の共感を呼び、大阪万国博覧会の跡地
に保存が決定されて、かけがえのない日本文化のひとつの時
代の象徴として、世界遺産登録への申請の気運さえ生まれて
いる。また明治時代の日本の近代洋画の黎明を担った先駆的
な画家である高橋由一は油彩画の物質的堅牢さに注目し、油
絵の記録性を活用して森羅万象の多彩な文物を絵画で記録
保存して紹介する独自の博物館（ミュージアム）構想を発表
し、「螺旋展画閣（らせんてんがかく）」と名づけた。螺旋形
のかたちの建物に油絵を並べて、多種多様な風物を文化財
として収集・記録・保存・公開・活用するというユニークな
ものだったが未完の幻のプロジェクトに終わっている。しか
しその意図は社会性のある博物館（ミュージアム）の先駆的
発想として評価されている。（現在、四国の金刀比羅宮の高
橋由一館には、そのときに由一が常に念頭においていた油絵
がどのようなものであったかを想像し、理解するうえで有意
義な高橋由一の絵画コレクションがある）。
　このように歴史的に、作家たちの作品創造とその発想は、
博物館という環境と密接であり、文化史的に深く関係してい
る。
　本学では、作品コレクションの鑑賞の機会を社会的にも文
化的にも意義あるかたちで提供する博物館（ミュージアム）
活動について、歴史に学び、博物館学に学んで課程履修の
４年間の学修に実践的に取り入れていくことが求められてい
る。各学生の関心と専門、専攻コースで取り組むべきテーマ
を発見し、自分の作品や仕事のコンセプトを鍛えて深めるこ
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とができる場所として博物館（ミュージアム）を自分なりの
視点から発見して、有意義な鑑賞と創造の体験を積んでもら
うことも実践的に必要である。
３．博物館の多彩な活動を学ぶ
　博物館に強い関心を抱き実際に自らの人生に活かして博
物館の意義と経験を最大限活用した人々や芸術家が歴史的
に数多く存在してきていることをふまえ、自らも博物館学芸
員課程履修の４年間のなかで、様々な機会を捉えて博物館
に足を運ぶことを促している。「博物館概論」の講義内容と
関連づけながら、展覧会をじっくり鑑賞し、さらに学芸員が
企画し、様々なボランティアや支援サポーターと協働してい
る多彩な教育普及プログラムへの参加も同時にすすめてい
る。主に課程の２年次及び３年次生に参加を推奨している
美術館インターンシッププログラムは、課程講義の予習・復
習の時間をより充実させる貴重な機会だけでなく、現場の学
芸員に接しながら学芸員の仕事の一端を体験し、学生の人
格を磨き、社会性を身につけるかけがえのない場となってい
る。学芸員に必要な専門知識との関係において、身近に存
在する博物館に通い、実際に学びながら博物館についての
知識を豊富に培うことができれば、課程学修の成果は極め
て実りあるものになる。このように「博物館概論」において
美術館インターンシップ活動を早期に紹介し、博物館にとっ
て大学や一般のボランティア、ＮＰＯ、サポーターとの連携
プログラムがどのような意味を持ち得るかに関心を向けても
らえるように身近なところにある博物館プログラムの内容を
例として説明している。博物館学芸員と博物館ボランティア
の意見に接し、実際の活動に参加することも有意義である
が、まず「博物館概論」によって博物館の活動全般を理解
しておくことが求められる。博物館に関する概論レベルの理
解を基本にして博物館資料の取扱いの重要性を実地に学芸
員から学ぶことは、課程履修を各段に実り豊かなものにする
だけでなく、学芸員が社会人として必要な教養と基礎的なコ
ミュニケーション能力などの常識的な素養を身につけている
さまを理解することでもある。このような観点から「博物館
概論」においては、学生がより豊かな博物館経験を積んで
履修の意義を強く自覚して取り組めるように、「博物館概論」
では、博物館インターンシッププログラムをはじめ、学芸員
の専門性の発露として多種多様な博物館活動を学ぶ。
４．博物館の定義について
　「博物館概論」において、最も詳しい説明を必要とし、様々
な質問が寄せられる内容は、おそらく博物館とは何かという
博物館の定義に関するものであろう。このテーマは、博物館
学が継続的に取り組む中心的テーマであり、博物館学の黎
明期から、時代ごとに更新されて再定義されてきた博物館の
定義の変遷を解明しようとしてきた。博物館の定義は、歴史
的な時代の要請とからみあって存在しているものである。つ
まり博物館の定義には、そのときどきの社会が博物館に求め
る理想の姿が映し出されている。その定義の歴史的な変遷を
辿りその変化を時代ごとに分析することから、博物館に関す
る様々な問題の解決を図り、将来への課題と展望を見出す試
みがさかんにおこなわれている。博物館がどのように自律的
に自らの活動を評価して改善しているか、そして博物館とは
何かについて人々とともに考えようとして博物館の存在意義
をどのように社会に訴えてきたかについて、その歴史を学ぶ
ことは大変重要と考えている。こうした観点から、博物館学
の現代的な展開を理解しながら、戦後に成立した現行の博物
館法をはじめとする関係法規の成立以降の法律改正の動き
について、近代日本の社会変化と文化史の展開の流れのなか
で理解し、改めてその歴史を展望して将来の博物館活動に
活かす視座を身につけることも履修学生に期待される大切
な学びのひとつでありえる。博物館法のなかで登場してくる
学芸員という専門的職員についても、その多種多様な活動と
役割と仕事の内容は博物館法に記した博物館の定義ととも
に学ぶこととなる。学芸員がどのように博物館法で規定され
ているかをまず「博物館概論」の博物館の定義のなかではっ
きりと意識し、身に着けることが重要である。そして博物館
法の精神をふまえて、ひとつひとつの博物館法の条文をひも
ときながら、個人的な趣味嗜好ではなく、明らかに社会的に
博物館に付託されている、博物館のみがなし得る学芸員が司
る仕事が存在することが理解されるようになるわけである。
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履修生は今まで無意識的に使ってきた博物館や学芸員とい
う存在について、その根拠と意味を問われることになり、そ
れを改めて博物館法のなかに見出すことになる。博物館を定
義するとき、筆者は基本的に博物館法をもとに説明し、博物
館法と図書館法との違いと関係、博物館の類縁機関との違い
を含めて概説している。とくにデータベースやスマートフォ
ンなどによって社会の情報化がすすみ、博物館（Ｍ）、図書
館（Ｌ）、資料アーカイブ（Ａ）の三種のＭＬＡの機関連携
が求められ、博物館に期待されているものがこうした機関連
携のなかではっきり姿を現す。履修生はそうした社会的な機
関連携のネットワークの一員として活動する博物館の現代的
な展開を学ぶために、まずは現行法上の博物館の基本的知
識と学芸員について理解し、その専門性の基礎となる能力を
「博物館概論」を通じて養うことが求められている。
　1946 年創設のＩＣＯＭ（国際博物館会議、International 
Council of Museums）は、様々な種類のミュージアムの
進歩とその発展を目的に国際的非政府組織として活動し
ているが、その傘下にある ICOFOM（国際博物館学委員会、
International Committee for Museology）は博物館学の目
的、方法、構成について国際的な共通理解と課題追究の調
査研究とその成果を試作的にまとめている。博物館とその専
門職域の変化を受けて、異分野の博物館どうしが議論する
礎となる共通言語の確立とそのヴァージョンアップのための
プラットフォームづくりをすすめている。
５．美術館と博物館
　博物館という言葉は、普段から日常的に使われているが、
美術館、動物園、植物園、水族館、昆虫館などをいわゆる
法律的に「博物館」として扱うことを、「博物館概論」を学
んで初めて知ったという学生はとても多い。こうした驚きか
ら出発して、日本の博物法上の「博物館」の歴史と現状を、
日本と海外のそれぞれの博物館を例示しながら学ぶ。従っ
て、それぞれの博物館での学芸員の仕事も多種多様で社会
の要請に呼応し、美術館独自の使命、自然史や人文系博物
館の使命、そして生物を飼育し、生物多様性保護や環境保
護の社会的要請にも応えて活動する動物園や水族館などの
使命など、館種ごとに専門化と高度化を遂げているさまを詳
細に学ぶことになる。こうした観点から、ＩＣＯＭの活動、
その高邁な理想とミッションはそうした国際的に専門化と高
度化を遂げて変貌しつつある博物館の活動全域を深く理解
するための国際的な共通言語確立の必要性を訴え、そして
社会の要請に応える博物館を維持発展させていることに気
づかせている。諸外国と日本における博物館の歴史と現状
を学びながら、あわせてそれぞれの社会と文化のなかで博
物館学芸員に期待されていることは何かを理解することが
期待されているのである。日本では文化財保護法や世界遺
産に関する各種の法律を博物館法の関連法令として位置付
けて理解することが美術館でも博物館でも必要である。博
物館を運営するには国立博物館の法律的根拠、重要文化財、
文化財保護法、指定管理制度の理解も欠かせない。さらに
博物館法上では博物館類似施設に該当する施設や機関など
の法的区分についても学ぶこととなる。最近では、まちづく
りのなかで、地域そのものをミュージアムや博物館に見立て、
そのネーミングの魅力を活かしたプロジェクトや文化政策が
さかんである。そこで「博物館概論」では、こうした取り組
みを博物館法が定める博物館の定義（類縁機関との違いを
含む）、種類（館種、設置者、博物館法上の法的区分、博物
館の登録制度など）、目的、機能との関係から考察し、博物
館法に定めた本来の博物館の使命を再認識し、美術館と博
物館との違いや共通点にも注意を促している。美術館では
作者の著作権、創作当時のオリジナルの状態を想定しなが
ら、作品の美的鑑賞環境を妨げないようにして必要最小限の
大きさやデザインへの配慮を必要とする。博物館では資料
の歴史的な意味を汲み取れるキャプションと説明パネルの
デザインについて美術館とは異なる独自の視点がみられる。
美術館と博物館が共働する展覧会やまちづくりのプロジェ
クトも増えて、美術館と博物館のそれぞれの個性とその独自
性について認識を新たにすることも多くなってきている。
　「博物館概論」では、学芸員の使命、定義、役割について、
博物館法をふまえて館種ごとに適切に理解できるように努
め、学芸員に必要な専門性の基礎的な能力を養い、社会人
として教養を一層深める努力を学生に期待している。
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生涯学習概論　市民がつくる生涯学習の世界
　基礎教育センター 非常勤講師　藤本　隆
１　はじめに
　私たちは、学校教育や受験勉強の影響か、学習と言え
ば、教えられる内容は事前に、教師や専門家により決定さ
れ、生徒は一方的に聞き、学ぶ。宿題や課題が出され、眠
たい目を擦りながら暗記したり、レポートを作成・提出
し、時おり、テストを受け、厳しい評価を受けるというス
タイルをイメージしがちである。
　しかし、この小論で取り上げる事例も、そういった多く
の人が抱く学習イメージとは、すいぶんと違うもので、そ
の多くは生涯学習の実践事例なのである。
　学芸員養成課程の必修科目の一つである生涯学習概論
は、もともとは社会教育概論という名称であった。社会教
育法第9条で定められている通り、博物館は図書館、公民
館と同じく社会教育施設の一つであり、社会教育の考え方
や方法論が、学芸員の基礎的知識・考え方として必要とさ
れていることに基づいているものである。
　1997年の博物館法施行規則改正で、生涯学習概論という
名称に変わり、学校卒業後、成人になった後も含めた生涯
にわたる学習を支えるという視点が強くなるとともに、博
物館が学校や公民館などの他の社会教育施設と連携・協働
するという視点が強化された。
　今までも、社会教育施設である博物館で行われる学習
は、学校教育型の学習ではなく、社会教育の方法論をベー
スに展開されてきた。そして、博物館法の改正等を経た後
も、学校型の学習とは違う学習スタイルが、博物館はじめ
社会教育施設では、さまざまに展開されている。
　博物館や美術館に、私たちは「〇〇展」を見に行った
り、セミナーや講演会を聞きに行ったり、博物館が主催の
観測会に参加するなどの形で訪れる。これも、立派な学習
であるが、学校教育で身につけてしまった学習イメージと
は、かなり違う。
　この小論では、さらに、市民自身が学ぶ場をつくって、
市民どうしで学びあうような、もう一つの学びについてご
紹介したい。
２　市民大学
　全国各地には、正規の大学以外に「大学」という名前を
つけた団体やセミナーは数多く存在している。
　神戸市では、高齢者を対象とした「神戸シルバーカレッ
ジ」、「老眼大学」といった、歴史や芸術、文学、福祉な
どの通年講座を提供する、いわゆる高齢者大学が実施され
ている。また、「神戸モトマチ大学」というまちをキャン
パスとして、日常は知ることのないまちで活躍する人たち
を先生にして、まちのことを知り、まちを楽しみ、人と人
とがつながる場を提供する「まちなかカレッジ」とも呼ば
れる「大学」がある。
　これらの大学には、校舎も学則もなく、また単位満了や
修了という概念もないものが多い。また、運営は、高齢者
大学の場合は、自治体や自治体の外郭団体が行っている例
が多く、「まちなかカレッジ」は、社会人を中心にボラン
ティアベースで運営されている例がほとんどである。
　ここでは、それらの「大学」の概要や設立の目的・趣
旨、特徴について紹介する。
（１）「シブヤ大学」
　全国の「まちなかカレッジ」のモデルの一つとなった
団体が東京の「シブヤ大学」である。「シブヤ大学」
は、2005年末に事業化のための検討会をスタートさせ、
約1年間の準備の後、2006年8月にNPO法人の認証を得て9
月に開校した。
【活動の目的・趣旨】
　社会教育に関する講演会やイベント、小中学校の総合
的な学習への講座カリキュラムの提案等の教育事業を行
い、あらゆる世代の人々が生涯にわたって学び続け、い
きいきとした生活が送れる社会の実現に寄与する。
【予算規模】 
2016年度決算額…　39,291,980円
　収入の内訳は、企業連携による収入が約6割、自治体
からの業務委託が約3割、個人・法人会員の方からの寄
付が約1割である。
【組織】
　少数の事務局専任スタッフを中心に、企画やデザイン
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などの分野で活躍するプロフェッショナル、日ごろ様々
な分野で働き多彩なスキルを持つボランティアスタッフ
など、総勢約200名のチームで運営されている。
【主な活動内容】
①渋谷区を中心とした公開講座（「シブヤでまなぶ」）
　「シブヤ大学」は校舎がなく、街をまるごとキャンパス
にみたて、おしゃれなカフェやレストラン、花屋、病院、
お寺や神社といった街のあらゆる場所を“教室”にして、
シブヤ全体を「まなび」の場としている。
　別表に、実際に実施された講座をいくつかとりあげる
が、こういった講座が16年度には84講座開催され、延べ
1924名が参加している。
②参加者同士の自発的な活動のサポート（ゼミ・サークル）
（「シブヤであそぶ」）
　「シブヤ大学」では、「ゼミ」や「サークル」を立ち上
げて、街に人が集まる「あそび」の場をつくる仲間づく
り”にも重点を置いている。ホームページには、公認サー
クルが紹介されている。
③まちづくり活動と情報共有（「シブヤをつくる」）
　「シブヤをつくる」活動とは、企業やNPO、町内会や自
治会など、街に関わるさまざまな団体と協働しながら、地
域の活性化や地域の課題解決を主な目的としたまちづくり
プロジェクトを立ち上げ、それぞれに活動目標や期間を
設定して活動している。「シブヤ大学」のホームページに
は、家族やマイノリティ、防災、文化、福祉のほか、幅広
いテーマごとにプロジェクトが紹介されている。
④他団体姉妹校活動サポート事業
　この「シブヤ大学」を先例として、姉妹校として発足し
大学には、「京都カラスマ大学」（京都府京都市）、「大
ナゴヤ大学」（愛知県名古屋市）、「札幌オオドオリ大
学」（北海道札幌市）、「ひろしまジン大学」（広島県広
島市）、「東京にしがわ大学」（東京都西側地域）、「福
岡テンジン大学」（福岡県福岡市）、「琉球ニライ大学」
（沖縄県本島および周辺離島）、「サクラ島大学」（鹿児
島県）の8校がある。「シブヤ大学」は、これら姉妹校に
対する助言支援も行っている。
【「シブヤ大学」の特徴】
①受講料は無料
　すべての人たちに開かれた学びの場を目指し、「シブヤ
大学」では、授業料は無料としている。（材料等が必要な
講座を除く。）講座料、入学料はかからない。受講者の層
は、20～30代が全体の約8割を占めるが、70代まで幅広い。
■「森」をつくる。2017～明治神宮の森でどんぐり拾い12～
NPO法人響、開催場所　明治神宮の森
■パートナーとの関係から考える、未来の暮らし
菅 聡子（結婚コンシェルジュ）
開催場所　パートナーエージェント渋谷店
■都市想像会議　 第11回「ネイチャー×都市」
都市と自然の新しい関わり方はあるか？
石川 初（慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科／
環境情報学部教授）、倉澤 聡（都市計画家）、左京 泰
明（シブヤ大学 学長）、紫牟田 伸子（編集家／プロ
ジェクトエディター／デザインプロデュサー）
開催場所 Shibuya Hikarie8Fクリエイティブスペース8/ 
■つくって学ぶ！　～中津箒（ほうき）伝統の技～
吉田 慎司（中津箒作家）
開催場所　西武渋谷店A館7階サンイデー渋谷教室スペース
■紅茶を深く知る旅に出かけよう　Tea Tasting Journey
小島 令子（紅茶専門家）、開催場所　Salon_de_Zuppa
■まちの小さな企業を訪ねて〜ものつくりの地平を広げて〜
西川 喜久（株式会社西川精機製作所　代表取締役）
開催場所　千駄ヶ谷社会教育館
②多様な講師陣、教室は渋谷区内
　「シブヤ大学」は、「学生は先生にもなれる、“教え
る”と“教わる”を自由に行き来できる。いわば、新しい
「共育」システムです。」とうたっている。この特徴は、
広く、社会教育や生涯学習の実践事例に見られる特徴であ
る。
　実際に、講座の講師は大学教授から、音楽プロデュー
サー、モノづくりの達人、有名料理店の若女将、NPOスタッ
フから学生や主婦まで、有名無名の講師が勤めている。
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③地域に根ざした講座
　講座内容は、三味線などの教養講座、環境問題、「明
治神宮の森でどんぐり拾い」、区内のものづくりの現場
まで地域に根ざした講座が幅広く実施されている。
（２）「シニア自然大学校」
　「シニア自然大学校」は、平成6年に「大阪自然環境保全
協会」内に、自然観察のアドバイザー養成を目指し、大阪シ
ニア自然大学を開講したことからできた組織で、市民が自
ら創り上げた高齢者大学ともいえる。
　名称からすると自然を愛好するシニアだけを対象として
いるように見えるが、大学内には子ども教育部門もあり、自
然のほか歴史や文化など幅広く学習機会を提供している。
【活動の目的・趣旨】
　環境NPOとして、平和で豊かな社会の実現をめざし、自
然環境教育と社会文化活動を積極的に行うことを目的に発
足。2002年には、特定非営利活動法人格を取得している。
　2016年度に認定NPO法人の認定を受けている。　
【予算規模】 
2016年度決算額…95,771,549円
　収入の内訳は、会費が1割余りのほかは、講座の受講
料収入等や自治体・企業等の受託事業が大半を占める。
【組織】
　会員数は1700名で、組織は、自然教育部門、CITYカ
レッジ部門、調査研究部門、地域貢献活動部門、渉外・
広報部門、事務局、特別行事などの部門に分かれてい
る。各部門で実施されるセミナーや事業のプログラム作
成、講師や指導者の依頼・確保、広報等は、全てボラン
ティアスタッフにより運営されている。
【主な活動内容】
①学習
〇自然環境教育事業
「シニア自然大学校」の入門的講座で、多くの方は、こ
こから自然について学び始める。学習にあたっては、座
学、野外学習や宿泊研修により自然全般について学習す
る。なお、現役社会人の学習参加を可能とするため、夜
間/昼コース（2年制）も設けている。
〇社会文化普及啓発活動
　大阪教育大学の後援を得て2007年から開講。主な教室
は大阪教育大学天王寺キャンパスで、講師陣も大阪教育
大学の教員に主に協力を得ている。
(カレッジ本科)
　１年次は音楽、美術、歴史、文学（古典、近代）、自然、
環境等を広く学び、2年次は歴史、文学（古典、近代）、芸
術についてさらに深めるというカリキュラムである。
〇子どもの健全育成事業
　次世代を担う子どもたちに自然の大切さを教え、自然
に親しむ楽しさを実感させることを目的に、「ジュニア
自然大学」、「こども自然教室」などを開催している。
地域で身近な公園や公共施設を利用して、多種多様な自
然体験活動、ネイチャークラフト、炭焼き見学、伝統遊
び、田んぼや畑で農事体験を行っている。　　　　　
②調査研究事業
　12の研究科と3の調査会（総勢48１人）はそれぞれが
自主的に多様な調査研究事業を展開し、「シニア自然大
学校」の中核的な活動となっている。大学や研究所と協
働して研究調査を行うなどの事業にも取り組んでいる。
③社会貢献活動
　淀川の清掃、鵜殿のヨシ刈り、森林の間伐作業、棚田保
全等の社会貢献活動を、随時各地区で実施するため、一般
の方のボランティアを募集し、環境保全活動を行っている
ほか、各種教室・セミナー事業なども受託している。
【「シニア自然大学校」の特徴】
①学習➡調査研究➡社会貢献活動のステップアップ
　「シニア自然大学校」では、会員の多くはセミナーや
イベントなどに参加することから活動を始める。そし
て、調査研究活動、さらに社会貢献活動へとステップ
アップしていくことをめざしているが、その割合は高く
はないことが、スタッフの方々の悩みとなっている。
②高齢者大学を市民の手で担う意思を持つ
　大阪府の財政再建のため、大阪府の高齢者大学（「大
阪府高齢者大学アクティブシニア講座」と「シルバーア
ドバイザー養成講座」）は廃止されることとなった。こ
生涯学習概論　市民がつくる生涯学習の世界
− 8−
神 戸 芸 術 工 科 大 学 『博物館学芸員課程年報 2017』
の時、継続開講のための受皿として設立された特定非営
利活動法人の中心的な組織となったのが、「シニア自然
大学校」である。
　多くの自治体で、高齢者大学は自治体直営か外郭団体
により運営されている例が多い中、これを市民の手で担
おうという意思を持つ「シニア自然大学校」のような団
体が中心となり、今では受講料収入だけで大阪府高齢者
大学は運営されている。
３　市民がつくる学びの意味と専門性・妥当性
　「シブヤ大学」、「シニア自然大学校」の2つの市民
がつくる生涯学習の事例を紹介したが、みなさんはどの
ように感じたであろうか？「エネルギッシュな人々中心
にやってる特別な例」、「おもしろそうだけど、自分は
学生として参加したい」といった感想を持った方もいる
かもしれない。
　ここで、市民自身が学ぶ場をつくって、市民どうしで
学びあうもう一つの学びの意味について、戦後の日本の
社会教育の基盤形成に影響を与えたと言われる、昭和21
（1946）年7月の文部次官通牒「公民館の設置について」
の「公民館設置運営要綱」をみながら考えてみたい。
（１）教わる・利用する学びと市民がつくる学び
　この要綱の中で、公民館は、「各町村に設置せられ、此
処に常時に町村民が打ち集って談論し読書し、生活上産
業上の指導を受けお互いの交友を深める場所である。」、
「青年団婦人会などの町村に於ける文化団体の本部とも
なり、各団体が相提携して町村振興の底力を生み出す場
所」、公民館は「上からの命令で設置されるのではなく、
真に町村民の自主的な要望と協力によって設置せられ、叉
町村自身の創意と財力によって維持されていくことが理想
である。」と述べられている。
　すなわち、公民館は「地域に根差した」「（当時の青年
団婦人会などの）住民団体の拠点」でかつ「まちづくりの
拠点」であること、また「住民の主体的意思により設置」さ
れるものであるという考え方が表れている。また、「主権
者である住民が主体となって「集う（集会）」、「学ぶ（学
習）」、「交わる（交流）」という方向性は、「シブヤ大
学」や「シニア自然大学校」と似ているとも言えるだろう。
　要綱が出されて70年余りが経過し、「学ぶとは自分の意
思に関わらず先生や専門家があらかじめ学ぶ内容を用意
し、私たちは生徒や受講者として教わるもの」、「公民館
のような社会教育施設は、行政、あるいは有料施設なら企
業が設置し、自分たちはお客さんとして施設を利用する」
という感覚が普通になったように思われる。
しかしながら、私たちは客体としてではなく自らの関心や
問題意識に基づいて学びの場を自ら創り出すことで、自
分の人生を主体的に生きることができるのではないか。ま
た、住民主体のまちづくりができるのではないだろうか。
（２）　専門性との相克
　最後に、市民がつくる学びと専門性の問題に触れておき
たい。
　私たち自身が、専門家の持つ知見や判断、他者の意見や
価値観を尊重し協働しながら、学ぶ場をつくり、学びを深
めることができなければ、せっかくの主体的で、刺激的な
市民がつくる学びの場は、独りよがりで社会的に受け入れ
られない場となりうる危険性も存在する。
　ここ20年ぐらいの間で、日本国内でも「越後妻有アート
トリエンナーレ」や「瀬戸内国際芸術祭」などが行われ
ており、私自身、欠かさず見に行くほどこの２つの芸術展
にはまっている。そこで関心を持ってみるポイントの一つ
が、アーティストたちと芸術の専門家ではない地域住民と
の間で、いかに協働が行われているのかという点である。
　特に、初期の「越後妻有アートトリエンナーレ」では、お
祭りのように地域住民を巻き込んだ作品があったものの、
いまひとつ見ごたえが感じられない作品も散見された。
　ただ、優れたアーティストというのは、住民の巻き込み
方までもプロのようで、回を重ねるごとに、専門家ではな
い住民の協力をうまく引き出しながら、それでいて見ごた
えや感動が味わえる作品に数多く出会うことができた。ま
た、住民自身の感動や感謝が綴られた作品も多かった。
　そこには、地域住民と専門家であるアーティストの間に
初期に見られたよそよそしさや無関心ではなく、相互の信
頼や尊重の姿勢が見られた。これこそが、市民がつくる学
びを高めるもうひとつの鍵なのである。
生涯学習概論　市民がつくる生涯学習の世界
卒業生・学生による報告・記録
こ の 章 で は 、 博 物 館 実 習 参 加 者 か ら ２ 名 、 美 術 館 イ ン
タ ー ン シ ッ プ 参 加 者 か ら ２ 名 の 報 告 を 掲 載 し て い ま す 。
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先端芸術学部　まんが表現学科　4 年　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 住友　千晶　　　
　４年生になり博物館実習を終えて、インターンシップで感
じた緊張感を改めて味わいました。１年生から博物館学芸
員課程の講義を受けてきましたが、実際本当に学べたと思
えたのはインターンシップと博物館実習でした。今回実習先
として行ったのが、「伊丹市昆虫館」でした。選んだ理由は
ただ昆虫が好きで美術館よりも楽しくにぎやかな場所が好き
だったからです。しかし実際に実習に行ってみると、知識も
自分が思っていたことが間違っていたということが多く、そ
れ故に他の専門的な大学から来ている実習生や博物館の学
芸員の方々には学ぶことが大量にありました。例えばよく道
や家に出るゴキブリは汚いですが、あのゴキブリが特殊なだ
けで森にいるオオゴキブリは環境を整えてくれているもので
あり、同じ昆虫でも全く役割が違うことが衝撃的でした。最
初は気持ち悪く感じていたオオゴキブリに対して実習が終
わるころには赤ちゃんを産んでいたことをうれしく思えるま
で感じ方が変わりました。実習をする中で一番苦悩したのが、
虫のふれあいコーナーでの来館者への対応です。美術館と
違いおしとやかで年齢層が高めの人よりも、年齢層の低い幼
稚園児の団体、外国人観光客、小学生、幼稚園児よりも小
さい赤ちゃんが主な来館者でした。歳の離れた妹や弟がい
る方は対応には困らないかもしれませんが、小さい子と接す
る機会が少ないととても難しいだろうと思います。昆虫を乱
暴に扱う子供が多くいる中で、それをどう言葉にしてどう伝
えればいいのか。普段友達と話す喋り方や言語だと到底子
供には伝わりませんでした。日を重ねるごとに周りの実習生
がどんなふうに子供に言い聞かせているか観察しながら日々
伝え方を変えてみて一週間ほどたってようやく子供にも大人
にも同時に伝わる言い回しを見つけることができました。
　最後に実習とこの４年間を通して感じたのは、博物館も美
術館も同時に必要だと感じるのは、誰にでも伝えられる知識
とコミュニケーション能力と人に伝える伝達能力だと学びま
した。反省点はたくさんありますが今後同じような機会を得
た時に今回思った反省した部分を解消できたらと思います。
先端芸術学部　映像表現学科　4 年　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　平井　美穂
　兵庫県立美術館での博物館実習を終えて思っていること
は、大学の講義で学んだ内容は全て美術館を構成している
大切な沢山の要素で、一つ一つの要素は他の要素と複雑に
結びつき、まるで連想ゲームのように繋がっているのだろ
う、ということです。
　実習中は座学等で短期間で今までに大学の講義で学んだ
内容を幅広くふりかえることが出来ました。また、県展補
助作業やワークショップでの実習で学芸員・職員の方々、
様々な専門を学ばれている実習生の方々は勿論、ミュージ
アムボランティアの方々や来館者様、作品搬出入のプロの
方、様々な方と関わることが出来ました。その貴重な経験
から色々なことを気付き、考え、学び取ることが出来ました。
　県展補助作業の作品返却の日に、作品と作家さんという
関係を近くに感じ、作品どうしを「比較する」ということ
について自分なりに考える機会がありました。その時、作
品を観る時に作家さんの思いや作品の背景を知りたい、考
えたいと、人に教わったからではなく自ら強く思う瞬間が
あり、今まで以上に美術や美術館に関われることが楽しい
と感じるようになりました。この気持ちを今後忘れず持ち
続けたいと思います。
　座学でも「作品の調査をする中で作家さん自身について
もわかってくることがあり、それが新たな発見に繋がるこ
ともある」と教わりました。この二点によって「作家さん
自身について深く知る、知りたいと思う気持ちがある」から、
作品同士比較することが出来、調査が進むのだろうと思い
ました。その探求心が必要だからこそ大学の講義で先生は
何度も専門分野を持つことが重要だとおっしゃったのだろ
うと気づきました。
　博物館学芸員課程での最後の課題である架空の展覧会の
企画に取り組んだなかで、上記の気づきや実習での多くの
学びのお陰と感じることもあり、非常に充実した実習期間
だったと改めて思っています。
　最後に、実習館の皆様並びに先生方、実習に際してお世
話になった方々に感謝致します。
博物館実習を終えて学んだこと
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芸術工学部　ビジュアルデザイン学科　3 年　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　篠田　真愛美
　今回、横尾忠則現代美術館でインターンシップを経験し、
学んだことがたくさんありました。私がインターンシップに
申し込みをしたのは、4年次に受講する博物館実習に自信を
持って参加できるようになりたいという思いと、実際に美術
館で業務を体験させていただくことで博物館学芸員課程の
座学講義だけでは理解が難しいことを身をもって学んでみ
たいという思いからでした。また私は以前から横尾忠則さん
の作品が好きで、よく横尾忠則現代美術館へ訪れていたの
で、もっと作業を通して作品への理解を深めたいという動機
もありました。
　横尾忠則美術館では文字起こしというインタビューや対
談の動画を文章として記録するために聞き取りながらワード
に打ち込んでいく作業や、作家の資料を整理把握するため
に 1点ずつ確認、カメラに記録する一次調査という作業を主
に体験させていただきました。また実際に授業の中で学んだ
状態調査書を手に取って整理する作業なども体験させてい
ただきました。その中でもわたしが 1番驚いた作業は、横尾
忠則さんの 10年以上前から今までの日記を全てスキャンし、
年代順にファイルでまとめていく作業です。作家のどんな小
さな情報でも大切な資料になるとは教わってきましたが、ま
さか日記までもを収集しているとは知らなかったので一番驚
きました。またそのような作業を通して、横尾忠則さんの作
品以外にも趣味、思想などを学ぶことができ、とても有意義
な経験になりました。美術館職員の方もとても優しく、時に
は厳しく指導してくださり、報告連絡相談を怠らないことや、
任された一つの作業をちゃんとやり遂げることなど、社会人
としての仕事の進め方を教えていただきました。博物館学
芸員としての作業経験はもちろん、社会人としてのあり方を
学ぶことができる良い機会になりました。
　このインターンシップを通して博物館実習に対する漠然
とした不安もなくなり、また社会人になるために必要なこと
も学べたと思います。これからも博物館学芸員課程の講義
や実習、就職活動にこの経験を忘れずに活かしていきたい
と思います。
芸術工学部　ビジュアルデザイン学科　3 年　
　　　　　　　　　　　　　　　　　森　亜香音
　私が美術館インターンシップを希望した理由は、以前
初めて自分の作品を展示したときに満足いく展示ができ
なかったので、次はどのようにすれば効果的な展示にな
るのかを知りたいと思ったからです。
　今回のインターンシップでは、実際に作品の設置など
はしませんでしたが、その作品の調査や資料の整理など
を担当の方のご指導のもと行っていきました。作品数は
とても多く大変でしたが、学芸員の方々が展示を考える
うえでこの調査や資料が少しでも役に立つかもしれない
と思うと、とてもやり甲斐を感じました。途中、至らな
い点もありましたが、担当の方々が丁寧に対応してくだ
さり、安心して作業をすることができました。
　また、他施設との合同ワークショップにも参加し、地
域の方々や他の美術館の方々とお話しすることもできま
した。美術館内の活動だけではなく、美術館外の活動に
参加することができてとても有意義だったと感じていま
す。他にも、日常生活で使っているものや手、髪などの
脂が作品にとって害になることがあるなど授業では習っ
ていた知識が、自分のなかでちゃんと知識化できていな
い部分があることにも気がつくことができてよかったと
思っています。
　もし来年インターンシップに参加するか悩んでいる学
生さんがいらっしゃったら、実際に美術館で活動するこ
とで、自分が何ができて、何ができていないのかを知る
ことのできる貴重な経験になると思いますので、是非参
加してほしいです。
　将来、学芸員のお仕事をしていくか自身で活動をして
いくかは悩んでいますが、どちらを選んだとしても今回
のインターンシップでの経験を糧に今後活動していきた
いと思います。
美術館インターンシップを経験して
　　　　　報告・記録
この章では、本学の博物館学芸員課程の活動記録、各種統計データを記載しています。
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博物館学芸員課程履修者数／就職状況／博物館学芸員課程運営報告
2017年度　博物館学芸員課程履修者数
1 年 2 年 3 年 4 年 学科合計
環境デザイン学科
（環境・建築デザイン学科）
0 4 3 3 10
プロダクト・インテリアデザイン学科
（プロダクトデザイン学科）
2 7 3 3 15
ファッションデザイン学科 1 0 1 1 3
ビジュアルデザイン学科 2 4 16 1 23
まんが表現学科 4 1 2 6 13
映像表現学科 1 3 2 1 7
アート・クラフト学科
（クラフト・美術学科）
0 3 2 3 8
合　　計 10 22 29 18 79
博物館機関等への就職状況
豊岡市立美術館−伊藤清永記念館−／呉市入船山記念館
2017年度　博物館学芸員課程運営報告
　本年度は、4年次生18名が博物館実習に当初参加した。また横尾忠則現代美術館インターンシップに履修生５名が参加
した。
　博物館学芸員資格には専門性に対する深い知識が必要であり、同時に社会人としての教養や接遇能力、コミュニケー
ション能力などが重要視されている。館園実習は、学芸員としての責任感や社会意識を身に付け、博物館で働く心構え
を涵養する貴重な機会であり、対人関係における信頼性やコミュニケーション能力が求められることから、講義科目に
おいても、学生に対して学芸員の基礎的な知識・技術の習得だけでなく、日常的に自己を磨き、全人的な向上に努める
ように注意を喚起している。こうした接遇面での指導が必要な学生には個人指導を行い、実習館との連絡調整を図りな
がら注意を促した。
　本学実習生に貴重な館園実習の機会をご提供いただき、的確なご指導を賜った博物館関係各位に対し、改めて感謝申
し上げます。
　①　博物館実習
　　・全体オリエンテーション　４月15日
　　・学内実習（事前・事後指導、見学実習、全体のまとめを含む）４月から12月まで　
　　　　前期日程　４月15日、４月22日、５月13日、６月３日、６月17日、７月１日
　　　　後期日程　10月７日、11月18日、１月13日
　　・館園実習　７月から10月までの間、各実習館日程にて実施。
　　
　②　館園実習派遣先 2014～2017年度
　　　兵庫県立考古博物館、兵庫県立美術館（２）、兵庫県立人と自然の博物館、神戸市立博物館、神戸市埋蔵文化財セ
ンタ （ー２）、神戸市立森林植物園、神戸市立青少年科学館、姫路市立美術館、西宮市大谷記念美術館、伊丹市立
美術館、伊丹市昆虫館（２）、宝塚市立手塚治虫記念館、明石市立天文科学館、BBプラザ美術館（２）、竹中大工
道具館、大阪市立美術館、大阪商業大学商業史博物館、大阪青山歴史文学博物館、福井県立恐竜博物館、宮崎県
立美術館、備前長船刀剣博物館（順不同。アンダーラインは2017年度に受け入れいただいた館園であり、２名受
け入れいただいた館園には末尾に（２）と記した。）
（人）
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教職課程 ・博物館学芸員課程運営委員会委員／教職課程 ・博物館学芸員課程運営委員会の活動記録
2017年度　教職課程・博物館学芸員課程運営委員会委員
 委員長 津田　 徹 基礎教育センター　准教授
 副委員長 山﨑 　均 基礎教育センター　教授
 副委員長 平林 幹生 教務課 課長
  桑田 芳治 基礎教育センター　特任教授
  藤井 淳一 基礎教育センター　特任教授
  福島 美和 基礎教育センター　特任教授
  川北 健雄 環境デザイン学科　教授
  安森 弘昌 プロダクト・インテリアデザイン学科　准教授
  ばんば まさえ ファッションデザイン学科　教授
  高  台泳 ビジュアルデザイン学科　助教
  橋本 英治 まんが表現学科　教授　
  金子 照之 映像表現学科　准教授
  さくま はな アート・クラフト学科　助教
2017年度　教職課程・博物館学芸員課程運営委員会の活動記録
日　時 主　な　内　容
第１回 2017年４月18日（火）
2017 年度教職課程・博物館学芸員課程運営委員会開催スケジュールについて
2017 年度教職課程にかかる各種業務取り纏め担当について
2017 年度豊能地区教員採用試験における大学推薦者の選考について
教職関係科目の時間割重複について
2016 年度教員採用状況について
2016 年度教育職員免許状授与件数について
2016 年度博物館学芸員課程修了者数について
2017 年度教育実習予定者について
2017 年度介護等体験予定者について
第２回 2017年７月12日（水）
2017 年度教職課程・博物館学芸員課程年報の概要と作成スケジュールについて
教職課程の再課程認定について
2017 年度教育実習訪問指導について
2017 年度博物館実習の実施について 
阪神地区私立大学教職課程研究連絡協議会の報告について
全国私立大学教職課程研究連絡協議会の報告について
第３回 2017年11月22日（水）
2019 年度 教職課程の再課程認定申請について
　「大学独自設定科目」の設定（ｽｸｰﾙｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・知的財産権入門 等）
2018 年度 教職課程のカリキュラムについて
2018 年度 博物館学芸員課程のカリキュラムについて
2018 年度 教員免許更新講習の実施について
2017 年度 教職課程及び博物館学芸員課程年報の構成について
2018 年度 教員採用試験の状況について
2018 年度 教育実習の内諾状況について
2017 年度 博物館実習実施報告について
2017 年度 博物館インターンシップの実施について
第４回 2018年３月５日（月）
教職再課程認定申請：カリキュラム・教員組織について
　　　　　　　　　　教育実習の履修資格の変更、事前相談実施結果について
2018 年度 教員免許状更新講習の認定申請について
2017 年度 教員免許状授与予定者について  
2018 年度 教員採用状況について
2017 年度 博物館学芸員課程修了予定者について 
2018 年度 教職面談の実施について 
2018 年度 博物館実習の派遣計画について 
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『神戸芸術工科大学　博物館学芸員課程年報』 に関する概要
『神戸芸術工科大学 博物館学芸員課程』に関する概要
１．ねらい
　　本学の博物館学芸員課程における教育・研究活動に資するため、『神戸芸術工科大学　博物館学芸員課
程年報』を設ける。
２．投稿資格者
　　①本学博物館学芸員課程担当の教職員（専任、非常勤）
　　②博物館学芸員課程実習館等の関係者
　　③本学博物館学芸員課程履修生（科目等履修生を含む）
　　④既卒者（現役学芸員等）
３．原稿の構成
　　①投稿者からの論文、研究ノート・ルポルタージュ・エッセイ等
　　②課程履修生の教育・学修成果の報告
　　③既卒者からのメッセージ
　　④博物館学芸員課程の年間運営活動の報告
　　⑤博物館学芸員課程履修者数、資格取得件数
　　⑥その他（必要に応じて、教職課程・博物館学芸員課程運営委員会にて審議する）
４．発行
　　年度末（毎年 3 月中旬）に発行する。
５．編集
　　博物館学芸員課程専任教員および事務局職員とする。
　　原稿は執筆者本人による責任とする。
　　原稿形式は、『神戸芸術工科大学紀要』の執筆要項に準ずる。
　　提出は、完全原稿とする。執筆手続きについては別途定める。
６．頒布対象者
　　頒布を希望する本学博物館学芸員課程関係者（教員、職員、学生、本学関係者）、関係機関、その他
　　執筆者
　　国立国会図書館
　　本学情報図書館　※本学情報図書館 HP に電子版をアップロードする
７．発行部数
　　250 部とする（各課程年報の合本印刷とし、履修学生の増減によって調整する）。
８．その他
　　詳細は別途定める。また、必要に応じて教職課程・博物館学芸員課程運営委員会にて検討する。
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編集後記
2017 年度　博物館学芸員課程編集後記
　この度、『神戸芸術工科大学　博物館学芸員課程年
報 2017』を刊行いたしました。おかげさまで昨年度
創刊号に続きまして、第二号をお届けすることがで
きました。関係各位のご指導とご支援を賜り、厚く
お礼申し上げます。この場をお借りして、本学の博
物館実習生に貴重な実習の機会を快くご提供いただ
きました博物館の皆様、ご担当をいただいた学芸員
及び関係各位に感謝申し上げます。また本課程の運
営にさまざまな場面でご協力とご助言をいただいた
教職員の皆様、本年報にご寄稿をいただいた教員及
び学生各位に改めてお礼申し上げます。
　本学博物館学芸課程では、必修科目群のほかに、
独自に関連科目を設定して開講しております。本号
を皮切りにして、これらの科目ご担当の先生方のご
理解を賜り、ご協力を仰ぎながら、毎号、ご担当い
ただいている講義科目の内容紹介や社会と時代の変
化のなかで最新の関連トピックスをそれぞれの立場
から寄稿していただくこととしました。
　今後も、学生が自己の学修成果を一層深め、博物
館関係の方々をはじめ、博物館に関心のある多くの
人々にとって有意義な内容となるよう、さらなる充
実を心がけていきたいと思います。
山﨑　均
博物館学芸員課程担当・基礎教育センター／教授
教職課程年報 2017
教 職 課 程 年 報 2 0 1 7
教員による報告・記録
「工芸基礎実習」における蓼藍の葉染めについて
 基礎教育センター 特任教授　桑田　芳治 ────────────── 15　
本学における『美術科教育法Ⅱ』を教育実習に活かす―演習指導に徹するⅢ―
 基礎教育センター 特任教授　藤井　淳一 ────────────── 21　
美術科教育法における模擬授業と教育実習
 基礎教育センター 特任教授　福島　美和 ────────────── 26　
教育実習における訪問指導の意義について
 アート・クラフト学科 准教授　谷口　文保  ───────────── 28　
人間形成と習慣―エトスとエートスの関係について考える―
 基礎教育センター 准教授　津田　徹 ──────────────── 30　
「工業教育」の現状と今後に向けて
 基礎教育センター 非常勤講師　前田　学  ────────────── 35　
卒業生・学生による報告・記録
“今”目の前の生徒と向き合って思うこと
 2012年度　先端芸術学部　造形表現学科　卒業生　西脇　久実 ────── 37
充実感で溢れた公立高校の非常勤講師を経験して
 2016年度　デザイン学部　ビジュアルデザイン学科　卒業生　佐藤根　ぴあの ─ 39
兵庫県教員採用選考試験を受験して
 デザイン学部　プロダクトデザイン学科　4年　浮田　康代 ─────── 40
教育実習を通して改めて学んだこと
 デザイン学部　ビジュアルデザイン学科　4年　大西　咲英 ─────── 41
教育実習を通して改めて学んだこと
 デザイン学部　ビジュアルデザイン学科　4年　酒井　文香 ─────── 41
教育実習を通して改めて学んだこと
 先端芸術学部　映像表現学科　4年　末木　孝太朗 ─────────── 42
教育実習を通して改めて学んだこと
 先端芸術学部　クラフト・美術学科　4年　藤本　日生 ───────── 42
教育実習を通して改めて学んだこと
 先端芸術学部　クラフト・美術学科　4年　松浦　優奈 ───────── 43
教育実習を通して改めて学んだこと
 先端芸術学部　クラフトデザイン学科　4年　森　敦生 ───────── 43　
教育実習を通して改めて学んだこと
 先端芸術学部　クラフトデザイン学科　4年　柳原　萌 ───────── 44
教育実習を通して改めて学んだこと
 科目等履修生　中川　愛子 ──────────────────── 44
報告・記録
2017年度 教職課程履修者数 ──────────────────────── 45
教員採用試験の状況 ──────────────────────────── 45
就職状況の概要（過去3ヵ年） ─────────────────────── 45
教育免許状一括申請授与件数（過去3ヵ年） ───────────────── 46
2017年度 教職課程・博物館学芸員課程運営委員会委員 ──────────── 47
2017年度 教職課程・博物館学芸員課程運営委員会の活動記録 ───────── 47
2017年度 教員採用試験対策セミナー実施状況 ──────────────── 48
『神戸芸術工科大学　教職課程年報』に関する概要 ───────────── 49
 編集後記  ─────────────── 50　
教員による報告・記録
この章では、本学の教職課程のねらいや教育活動、また各教職
課程担当教員による授業のねらいや研究状況などを報告します。
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「工芸基礎実習」における蓼藍の葉染めについて
基礎教育センター 特任教授　桑田　芳治
はじめに
　「工芸基礎実習」は基礎分野の芸術工学基礎に属する
科目であるが、教職課程において、中学校美術と高等学
校工芸の免許取得を目指す者にとっては、必修となって
いる科目でもある。毎回多数の履修希望者がおり、施設・
設備や用具等の関係で人数を制限している。履修者の決
定では教職課程履修者を優先していることもあり、授業
は、中学校・高等学校での美術、工芸の授業に活用でき
る内容で構成している。
　その中のひとつに、ここ 5 年程取り組んできた蓼藍の
生葉染めがある。この生葉染めは生葉とミキサーと染色
容器となるボウルがあれば簡単に誰でも緑青色の染色が
楽しめる。熱を加えたり、薬品を使ったりしないから小
学生でも安全に染色ができる。何より緑色の生葉ジュー
スに 15 分絹布を浸けておくだけで鮮やかな緑青に染ま
る。自然の不思議を強く感じることができる驚きの染法
であり、授業で取り組めば子どもたちの心と頭にインパ
クトを与えること間違いなしの教材である。
　しかし生葉染めには、当然のことながら生の葉が必要
で実施時期が限定される。「工芸基礎実習」でも、前期
には十分な生葉を用意できるが、後期には時期を最大限
繰り上げても 10 月に入ってからということになり、花
が咲きはじめており、葉も小さく十分な量の生葉を用意
できない。その為、昨年から盛期に摘み取った生葉を電
子レンジで乾燥した葉を保管しておき、使っている。こ
こでは年中染めることができる蓼藍の乾燥葉を使った染
めの授業と、その前提となる藍の生葉染めの概要、更に
紫染めについての実践などを記してみたい。
藍染めの化学
　藍草の葉には、インジゴの前駆体であるインジカンと
いう物質が含まれている。インジカンは水に溶け、高温
でも変化しない物質である。葉が摘み取られたり、傷つ
いたりすると葉に含まれる酵素の働きでインジカンはイ
ンドキシルに変化し、更に 2 個のインドキシルが結合し
てインジゴが生成される。インジゴは水に溶けない青色
色素である。水に溶けないインジゴを染料として使う為
には、水に溶ける状態にする必要がある。インジゴは環
元すると水に溶けるロイコインジゴになる。これが、分
子間引力などにより繊維に付着する。その後、酸化して
青色にもどすという手順を踏む。このような還元と酸化
の反応を利用した染色方法を建て染めと言う。
　藍の建て染めには二通りの方法がある。ひとつは微生
物の環元力を利用する発酵建て、もうひとつは化学薬品
の環元力を利用する化学建てである。発酵建てでは藍草
からインジゴを集積する過程で同じく集積される微生物
が利用される。化学建てには、ハイドロサルファイトが
主に使われる。建て染めによる藍染めは麻や綿でもよく
染まる。
　生葉染めは建て染めとは違った染まり方であり、絹繊
維に特異的に染まる方法である。生葉がミキサーにかけ
られた生葉ジュースや揉み出されて出て来た青汁の中で
インジカンがインドキシルに変化し、インドキシルの 1
分子が繊維に引きつけられる。これはインドキシルが
( 十 ) と (―) の電荷を持つ双極分子であり、同じく絹繊
維も ( 十 ) と ( 一 ) の両極を持つことから磁石のように
引き込まれやすい。そして、その場でもう一つのインド
キシルと結合してインジゴに変る。生葉染めが、木綿な
どセルロース繊維に染まりにくいのはセルロース繊維が
双極性を持たないからである。
　学校で生葉染めが広がっていかない理由の一つに高価
な絹にしか染まらないということがある。小学校の実践
では生葉の叩き染めがあるが、これは木綿や麻、化繊で
も比較的よく染まる（濃く染まる）。繊維の中でインド
キシルが二量体のインジゴに変ることに違いはないが、
浸し染めとは違った染着の原理である。
蓼藍の栽培
　4 月の前期最初の授業時に学生に種蒔きを経験させる。
「工芸基礎実習」における蓼藍の葉染めについて
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と言っても発芽用セルに 3 〜 5 粒の種を置いていくだけ
のことだが・・・。セルやポット、プランターでの栽培
は、毎日の水やりが欠かせないので学校で栽培する場合
は、その環境整備が必要である。水やりさえできれば蓼
藍の栽培は難しくない。セルに植っている状態が最も水
やリの労力が少なくてすむので、5 月の連休後にポット
への移植を行えるように種蒔きの時期を考えるとよい。
セルで発芽した苗は間引きしない。セルの中に根が十分
に回った所でポットに移植する。移植直後の水やリは十
分に行なう。この時、各ポットに固形肥料を数粒ずつ置
いておく。葉が繁ってきたらポット間の空間を倍に拡げ
る。6 月に入ってから一般的な約 60cm のプランターに 3
株移植する。この時の水やり、施肥ともポットへの移植
と同じである。プランター栽培では夏場の朝タの水やり
が欠かせない。畑には、梅雨入り直前に株間 30cm で移
植する。移植直後の水やり、施肥はプランターへの移植
と同じである。梅雨時の雨でしっかりと育っていく。最
後の移植後 1 ケ月もすれば刈り取りも可能である。刈リ
取りは 2 回実施できる。
前期の生葉染め
　7月はじめに実施している。1人あたり3株を用意する。
そこから収穫出来る生葉は約 100g である。刈り取った
蓼藍の重さの約半分が生葉の重さである。学生には、乾
燥葉用として約 100 ｇ余分に摘み取ってもらう。200 ｇ
の葉の摘み取りに要する時間は約 30 分であった。
　被染物（絹のショール 20 ｇ）の重さの 5 倍 100 ｇの
生葉を 3 等分し、各回 700cc の水を加えてミキサーにか
ける。一般的な家庭用のミキサーの定格時間は 10 分～
15 分である。1 回 40 秒とし、5 人のグループで稼動時
間を合計 10 分におさえている。生ゴミ用のネット等で
漉した生葉ジュースは合計で約 2000cc となる。浴比は
100 倍。染色時間は 15 分とする。この 15 分間の反応は
非常に激しい反応で、はじめ緑色であったジュースが 5
分もすると濃紺に変わっていく。素手で布を繰るなどす
ると、爪は青黒く、皮膚も青く染まってしまう。爪は数
日経っても色が落ちない。ビニール手袋は必需品である。
かなり濃い青、縹色に絹布を染めることができる。15 分
経過したら、草の青臭さがなくなるまで数回水洗いし、
タオルで被染物の水を吸い取り、屋外で風にあてて乾か
す。素早く乾燥させることが重要である。乾燥が不十分
な状態でビニール袋に入れて持ち帰った学生の作品は、
くすんだ色になっていた。
　早く乾燥させる為にも晴天で気温が高い方がよく、生
葉染めの適期は、7 月の梅雨明け後から 8 月のひと月半
といってよい。しかしこの時期は、学校は夏休みでもあ
る。これも学校で生葉染めが広がっていかない理由の一
つであると思われる。
乾燥葉を作る
　藍草に含まれるインジカンは熱に強く、熱湯で抽出す
ることができる。一方インジカンをインドキシルに変え
る酵素は高温で失活する。生葉 200 ｇを 700w の電子レ
ンジで 3 分 3 回合計 9 分の加熱をすることでほぼ乾燥し
た状態になる。各回ごとにできるだけ均一に加熱される
ように混ぜあわせる。加熱方法としては、蒸す方法も考
えられるが、蒸した後のよい乾燥方法が見つからず電子
レンジを使った。緑茶を作る設備や道具があれば活用で
きそうである。今年は家庭用の食品乾燥機で乾燥させる
ことにして、電子レンジでの加熱を 3 分 2 回とし、その
後 70℃の設定で 1 時間乾燥した。乾燥葉の重さは、生葉
の約 20% となる。この高温に晒した乾燥葉を以後「失活
乾燥葉」と表記する。
　矢活乾燥葉から抽出したインジカンをインドキシルに
変化させるための酵素は、天日で乾燥した自然乾燥葉か
ら得ることができるが、今回は保管のことを考えて、十
分に乾燥させるために家庭用の食品乾燥機を使い、40℃
の低温設定で 2 時間乾燥した。
　乾燥葉に含まれるインジカンや酵素は、時間がたつと
減少していくと考えられる。どれほど減少していくかに
ついては検証していないが、古い乾燥葉では、新しい乾
燥葉と同じ重さの葉を使っても新しい乾燥葉と同じ濃さ
「工芸基礎実習」における蓼藍の葉染めについて
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には染まらない。また、新しい乾燥葉でも生葉染め程の
濃さには染まらない。乾燥葉を作るためには、人手も燃
料も使うことになり、生葉よりは不経済である。しかし、
時季を問わず生葉染めに近い染めを楽しむことができる
というのは、学校で授業を組み立てる者にとっては大き
な魅力である。また、生葉染めに使う用具に加えて加熱
用具が必要であるが、加熱用具があれば藍以外の植物染
料を使った染に容易に発展出来る。学校における染めを
蓼藍の乾燥葉から始めるというのは面白い取り組みであ
るように思われる。
藍の葉による紫染め
　琉球藍は常温で生葉染めをした後、生葉ジュースを加
熱することで紫染めができるという。紫色になるのはイ
ンジゴの異性体であるインジルビンの赤とインジゴの青
の混色による。しかし、蓼藍では琉球藍と同じ方法では
紫色に染めることはできない。
　武庫川女子大学牛田研究室の「蓼藍の生葉染めによる
紫染め」の記事によると、琉球藍の生葉ジュースは弱ア
ルカリ性であるという。蓼藍の生葉ジュースは中性であ
る。そこで、事前にアルカリ処理した絹布を、エタノー
ル水溶液で作った生葉ジェースで染めると紫色に染ま
る。前処理におけるソーダ灰の濃度とエタノールの濃度
を変えることによって一定赤味を調整できるということ
である。
　大阪教育大学教養学科の任田康夫教授によると、ナイ
ロン布に藍の葉を叩き染めし、布から葉を取りはずさず、
湿潤の状態で 1 日室内に放置した後、石けんで洗うと紫
色に濃く染まっている。又、葉を布からはずして少し高
目の室温 (30℃ ) で 1 日放置した後、洗うと赤色に染まっ
ているということである。
　蓼藍の葉で青だけでなく、赤も染めることができると
いうことは非常に興味深いことである。しかし、中学校
や高校での週に 1 回しかない美術、工芸の授業や、総合
的な学習の時間等で、子どもたちに興味関心を持たせ、
驚きを与え、発展的な学習に繋げていこうという課題で
は、単純な操作や工程で、しかも単時間に、できればそ
の場で大きな変化があることが成功の重要な要素にな
る。琉球藍の生葉による連続的な青染めと紫染めのよう
な染めが出来れば、驚きが探求心に繋がる完成度の高い
工芸の授業が成り立つと考えられる。
　乾燥葉を使う以上は、加熱用具としてコンロとステン
レス鍋等が必要となる。琉球藍の生葉による紫染めのポ
イントは加熱とアルカリ性の染料液である。インジカン
抽出に使う加熱用具はある。アルカリ性にするには、最
近はやりの洗剤、重曹がある。後期の乾燥葉を使った染
めの授業準備の過程で、青染めをした後の染料液を棄て
てしまうのももったいなく思い、たまたま手元にあった
重曹を適当に染料液に加えて加熱し、絹布を入れてみた。
ビギナーズラックで思いもかけない美しい赤紫色に染
まった。
　授業に使えるように何度が追試をしてみたが全く赤味
が出なかったり、出ても綺麗と言える色でなかったりで、
色々な人に聞いてみて「蓼藍」は不安定であるというこ
が分かった。美しい赤紫にこだわらず、子どもたちに不
思議を与えるだけなら、赤紫という曖昧な言葉で表現で
きる色が出れば十分と考え、最後の試行として生葉の酵
素を少量加えてみることにした。結果は上々で、琉球藍
の生葉染めによる紫染めとほぼ同じ簡単な手順で蓼藍の
紫染めができた。今年度の後期授業では、青染めに加え
て紫染めを実施することとした。
後期の乾燥葉染め
　蓼藍による紫染めは不安定であり収穫時期や施肥方法
などによっても成否が分かれるという情報があり、学生
には均質な乾燥葉を配付することができるように、収穫
時別に分けていた失活乾燥葉を全て混ぜ合わせることに
した。混ぜ合わせる為には粉末にする必要があるが、粉
末にしたものは、葉ではなく、単なる染料の粉と思われ
かねないので、乾燥時の葉の姿を残したものと合わせて、
一人当たり 20 ｇ ( 生葉換算で 100 ｇ ) を配付した。自
然乾燥葉については同一時期のもので必要量を満たした
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ので粉砕していない。一人当たり 4g( 生葉換算で 20 ｇ ) 
を配付した。
　10 月に入ると水道水の水温も 20℃を下まわる時もあ
り、酵素が活動し易いように、染料液の温度を 45℃程度
に調整してから酵素抽出液を加え、その後加熱せずに染
色することとした。失活乾燥葉からのインジカン抽出は、
80℃の熱湯で行うことにした。
乾燥葉染めの実際
　実習においては 1 班 5 人とし、加熱用に班ごとにボン
ベ式の卓上コンロと保温とタイマー機能のある卓上 IH
ヒーターを各 1 台、また、湯沸かし用に３㍑強のステン
レスボウルを２個用意した。また、液温を計るための温
度計と菜箸も必要であった。それ以外のミキサーなどの
用具類は、生葉染めと同じである。重曹は洗剤として販
売されているものを一人当たり 30 ｇ用意した。また、
少量の生葉も使うことにしたので、花の付いた蓼藍を 10
株程刈り取ってきた。
  
手順（学生に示したものを転載）
① ステンレスボウル（大）に 500cc ×班員数の水を入
れコンロで 80℃まで加熱し、班の全員の染色容器に
均等に湯を分ける。染色容器には数字が書いてある
ので自分の容器番号を覚えておくこと。（この湯は
染色容器を温めるためのものである。80℃の設定は
省エネのため。）
② ①の加熱の間に「失活乾燥葉」の袋を破らないよう
に手で揉んで全体を粉にし、お茶用フィルター３枚
に均等に分けて入れ、ステンレスボウル（小）に入
れる。さらに 1500cc の水を入れ、コンロが空くの
を待つ。
③ インジカンを抽出する。コンロが空いたら順次 80℃
まで加熱し、ステンレスボウル（小）ごと染色容器
の中に置き、別紙に指示した時間で抽出する。（こ
の作業は班の全員が連続して行うこと。）必要な人
は、この抽出の間に布の防染をする。（ボウルを染
色容器の中に置くのは、ボウルが不安定であり、安
全のためと、染料液の保温のため。）
④ 酵素を抽出する。ステンレスボウル（大）に 500cc
×班員数の水を入れコンロで 45℃まで加熱し、班の
全員のポリボウルに均等に湯を分ける。その湯に「自
然乾燥葉」を入れる。時間は③の抽出が終わる少し
前までとする。待っている間に「生葉」を 10 枚ほ
ど摘んでおく。
⑤ ③の抽出時間が終了するまでに④のポリボウル内の
湯と「自然乾燥葉」に「生葉」を加えてミキサーに
かける。時間は 1 分とする。ジュースは濾し網（ゴ
ミネット）で漉し酵素抽出液を作る。抽出液はポリ
ボウルに戻しておく。ネットは３人で１枚を使うこ
と。
⑥　③の抽出時間が終了したら抽出液をステンレスボウ
ル（小）から染色容器に移し、温度を計る。液温が
45℃になるように水を入れたボウルを使うなどして
温度調節してから、酵素抽出液を加える。ここから
反応が始まる。
⑦　絹ストール（20 ｇ）を染める。ステンレスボウル（大）
に水を張り、被染物をその中に浸けてから軽く絞り
⑥の染料液の中に入れ染色を始める。
⑧　むらなく染めるためには、染料液の中で、被染物を
常に動かしておく（繰る）必要があるが、どのよう
に染めるかは自由である。ムラ染めもよしである。
染色時間は最長 30 分とする。気に入った色に染まっ
た時点で作業を終える。ただし、色は乾燥後には薄
くなる（淡くなる）ことに注意する。
⑨　被染物をステンレスボウル（小）に移し、流しに
持っていく。被染物を軽く絞り広げて空気にあてる。
既に発色しているので短時間でよい。被染物の水洗
いは少なくとも４回は水を替えてステンレスボウル
（小）を使って行う。絞ったり、板で締めたりした
被染物は、一度目の水洗い後に絞った糸や輪ゴム等
を外す。
⑩　洗い終わったら、絹布が痛まない程度に絞り、広げ
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たタオルの上に広げて、タオルごと巻くなどして、
タオルに水を吸い込ませる（乾燥に時間がかかると
くすんだ色になる）。物干しロープで乾燥させる。
ここからが紫染めの手順
⑪　（この作業は⑥の酵素抽出液を加えた 40 分後から１
時間後までの間に行うこと。）染色容器に入ってい
る染料液から 1,500cc をステンレスボウル（小）に
移す。残った液は、流しに流してよい。この染料液
に重曹を 30g 入れてよく攪拌する。更に、コンロで
60℃までゆっくり昇温する。ガスコンロを使う場合
は必ず五徳の上に網をおき、その上にステンレスボ
ウル（小）を置くこと。（網を置くのは安全のため）
⑫　ポケットチーフを染める　被染物（ポケットチーフ
４ｇ）の前処理は⑦と同じ。⑪の液温が 60℃に上
がったら被染物を染料液に浸ける。染色時間は最長
15 分とする。その間、染料液の温度が 55℃＜液温
＜ 65℃となるように温度管理をすること。染色後の
処理は⑨⑩と同じである。
⑬　各自使用した容器等の用具を洗って雑巾で水を拭き
取る。濡れた布類はポリ袋へ入れる。
⑭　班の全員が染色し終わったら、共同で使用した用具
類を水洗いし、雑巾で水を拭き取ってコンテナの中
に片付ける。用具類の拭き取りにタオルは使わない
こと。
まとめ
乾燥葉による「青染め」について
　この乾燥葉による染めの前半、青染めについては安定
しており、それなりの色に染めることができた。しかし、
少し彩度に差が出た。その原因として染色時間、液の温
度、インジカンと酵素の抽出量、濃度が考えられる。
時間については 30 分を上限としており、10 分で終了し
た場合もあった。授業時間から考えても、発色の状況を
考えても上限 30 分という時間設定は適当であったと考
えている。
液温については、45℃から染めはじめて終了時 (30 分経
過後 ) は 30℃程になっている。夏に加温しない場合より
高い液温で染めており妥当な所と考えている。
　インジカンの抽出条件は、1 台のコンロを 5 人で使用
していること、授業時間が限定されていることから、全
員同じ条件を設定することができなかった。そこで液温
と経過時間の積が同じになるように時間設定を示して抽
出を指示したが、その設定どおりに進めることができた
かどうかは不明であり、抽出不足もあったと考えている。
そこで、事後に、抽出に要する最低時間と温度を決める
ための実験を行った。80℃の湯の中に失活乾燥葉を浸し、
火を止めて 10 分、20 分、30 分放置した 3 種のインジカ
ン抽出液を用意し、同じ酵素抽出液を使って 30 分間染
色をしたところ、ほとんど差のない結果であった。以後、
「80℃の温に浸して 10 分間放置」を最低抽出条件とする
こととした。
　酵素の抽出条件については、班毎では、ほぼ同じ条件
で実施できたと考えている。最適と考えられる条件につ
いては、生葉が手に入る来年に実験し考えてみたい。
青染めを失敗した例が 1 例あったが、これはインジカン
の抽出時間が短すぎたようである。
乾燥葉による「紫染め」について
　上記の手順⑪⑫が紫染めの全てである。染料液に重曹
を加えて弱アルカリ性にし、加熱し、布を投入するだけ
である。紫色に染まる場合は、布を投入後数分で薄く赤
味がついてくる。その後染料液中に浮遊するインジゴが
布の表面に付いて濃い青色になり、染料液も同じく濃く
なる。布は水洗いするとインジゴが洗い流されて紫色が
出てくる。紫色に染まらない場合は、投入後数分経って
も布にも、染料液にも変化がない。
　今回の２回の授業では、ほぼ 8 割の成功率であった。
色の違いはあれ、紫色を手にすることができた。色の違
いとは、彩度による赤紫色の濃淡、インジゴによる青味
の濃淡である。1 割の失敗は赤味がほとんどない、薄い
グレーやごく薄いブラウンに染まっている。原因につい
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ての検証はできていない。蓼藍の生葉が手に入る来年に、
もう少し科学的に検証し安定した紫染めができる手順を
確立したいと考えている。
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本学における「美術科教育法Ⅱ」を教育実習に活かす
―演習指導に徹するⅢ―
基礎教育センター 特任教授　藤井　淳一
１ はじめに
　今年度の教育実習は５月末から６月中旬にかけて実施さ
れた。今年度の担当は６名であり、教育実習を通して、日々
成長していく学生達を視察することは、楽しみでもあり、
少々不安を感じるところでもある。自らの授業も４年目を
迎え、内容的にもほぼ完成型に近づいており、教えてきた
ことや考え方がどの程度、教育実習という現場で生かされ
実践できているのか、確認できることは楽しみでもある。
本学では、「美術科教育法Ⅰ」を通して、基本的な、指導案
や年間計画、学校教育活動の内容や指導などを学び、その
基本を踏まえての「美術科教育法Ⅱ」では、より実践的な
立場にたち、演習を通じて教育実習に必要なスキルや課題
の対応策など、教員として「多様な美術の授業展開ができ
る力」の育成を目指している。そのため「美術科教育法Ⅱ」
では、徹底した手書きによる指導案や年間計画、分野ごと
の「教材研究」の指導方法を手書きする中、その添削に力
を入れ、毎回、学生たちの指導案と対峙することで、その
表現力や指導内容のチェックを詳細に行っている。また、
それらの解説を行う中で学生が学び、育成された力が、教
育実習という現場で生かされて初めて、その実践の意味が
理解される。当然、現場というものは、机上で考えてきた
以上に変化があり、多様な問題をかかえている。３週間（又
は２週間）という限られた期間だが、多くのことを経験し
又、見聞きし、多くの先生方の指導を受けて、その解決や
対応に向け真摯に取組んでいく姿勢を身に着けてこそ、将
来、どのような道を歩もうと教職を目指した学生達にとっ
て、貴重な経験として生き続けることを確信している。
- 兵庫工業デザイン科の体育大会応援練習 -
２ 授業の概要・授業計画について
　美術教員にとって必要な教材研究、指導案の作成、授業
の展開を３本の柱と考え、それらを系統的且つ繰り返し手
書きによる演習を行うことで、その能力の育成を図る。
- 授業計画 (H29 後期 授業時間 90 分 ) -
第１回：イントロダクション（美術科教育法Ⅱとは 美術科
教育の現状と課題について）9/26
第２回：美術科教育の学習指導１ 中学美術の教科書から単
元を学ぶ（A表現・B鑑賞の演習）10/3
第３回：美術科教育の学習指導２ 単元に即した中学美術科
指導案の作成（A表現・B鑑賞の演習）10/10
第４回：美術科教育の学習指導３ 中学美術の年間指導計画
の作成（シラバス作成演習）10/17
第５回：美術科教育の学習指導４ 高校美術の年間指導計画
（シラバス作成演習）10/24
第６回：美術科教育の学習指導５「指導細案の作成①単元
の指導案」(A 表現の演習 :中高選択）10/31
第７回：美術科教育の学習指導６「指導細案の作成①本時
の指導案」(A 表現の演習 :中高選択）11/7
第８回：美術科教育の学習指導７「指導細案の作成②単元
の指導案」（B鑑賞の演習 :中高選択）11/14
第９回：美術科教育の学習指導８「指導細案の作成②本時
の指導案」（B鑑賞の演習 :中高選択）11/21
第 10 回：美術科教育の教材研究１「美術史 表現と鑑賞」
 （西洋美術史の演習 :中高選択）11/28
第 11 回：美術科教育の教材研究２「美術史 表現と鑑賞」
 （日本美術史の演習 :中高選択）12/5
第 12 回：模擬授業１日目「１班の模擬授業とその授業評価
及び講評」（中学１種美術）12/12
第 13 回：模擬授業２日目「２班の模擬授業とその授業評価
及び講評」（中学１種美術）12/19
第 14 回：模擬授業３日目「３班の模擬授業とその授業評価
及び講評」（高校美術 1種）1/9
第 15 回：反省とまとめ（教育実習・教員採用試験に向けて）1/16
※模擬授業全３回の完全出席を単位認定の必要条件として
いる。他者の授業を真摯に見ることで、自らの足りない資
質を発見・確認し、本番の教育実習に繋げてもらいたい。
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３ 研究授業を視察した６名について その概要とまとめ
■岡村真友梨 研究授業 :6 月 6 日 ( 火 )
まんが表現学科４年の岡村さんの実習校、県立尼崎稲園
高校を訪問。岡村さんの「色彩を学ぼう」の研究授業を
見学。全体的に準備 ( 指導案も含めて ) もしっかりとさ
れており、安定感のある研究授業であった。何よりも、
岡村さんは笑顔をたやさず、明確な声で、しっかりと指
示をだし、授業の流れを作り出していた。岡村さんの真
面目な性格が授業の随所にみられ、生徒からの質問にも、
丁寧に回答していたことが印象に残った。
■堀内美里 研究授業 :6 月 7 日 ( 水 )
ファッションデザイン学科４年の堀内さんの実習校、県
立兵庫工業高校を訪問。堀内さんの「カラーコーディネー
ター検定 色彩編」の研究授業を視察。座学のためか、
やや一方的な授業の進め方になった点は気になったが、
しっかりと事前準備がなされており、自らの高校時代の
作品を生徒に見せるなど工夫もなされていた。キャッチ
ボールが少なかった点は、今後の課題となるが、授業後
に大川校長から直接、ご指導頂いたことは堀内さんに
とって良い経験になったと思われる。
■中村美樹 研究授業 : 6 月 8 日 ( 木 )
ファッションデザイン学科４年の中村さんの実習校、倉
敷工業高校を訪問。中村さんの「四大天然繊維 羊毛編」
の研究授業を視察した。座学であったが、よく事前準備
もされており、教育機器を使っての説明も、その操作も
よどみなく行われており、担当教員からもよく頑張って
いるとの評価をいただいた。やや早口である点は、多く
の先生からも指摘をうけたが、テンポのある授業と前向
きにとらえた評価をしたい。工業の座学の授業は、実習
生にとっては大変難しいものであるが、説明もわかり易
く、好印象の研究授業であった。
■浮田康代 研究授業 : 6 月 13 日 ( 火 )
プロダクトデザイン学科４年の浮田さんの実習校、姫路
市立広畑中学校を訪問。浮田さんの「絵文字がしゃべり
だす」を視察。しっかりと準備がなされ、生徒との距離
間もよくテンポのある授業展開ができ、活発な研究授業
であった。手作りの絵文字の資料も良くできており、授
業の始めに活用し、本時の目標をより明確にわかり易く
説明ができたことが、全体の流れを良くしていた。又、
巡回指導も個別に丁寧になされていた。
■大西咲英 研究授業 : 6 月 14 日 ( 水 )
ビジュアルデザイン学科４年の大西さんの実習校、明石
市立魚住中学校を訪問。大西さんの「ルネッサンスにつ
いて知ろう」の研究授業を視察。声が元々高く、大きな
声がでないというハンディもあったが、本番では、落ち
着いた口調で安定した授業ぶりであった。座学というこ
とで、資料集を中心に説明したために、それ以外の具体
的なイメージが湧きにくく、手作り資料の重要性を指摘
しておいた。毎日の給食指導がうまく行かず苦労したと
のこと。その三週間を乗り切った自分自身に成長を感じ、
頑張り抜いた自らに期待して欲しい。
■三宅貴登 研究授業 : 6 月 15 日 ( 木 )
映像表現学科４年の三宅君の実習校、加東市立社中学校
を訪問。三宅君の「ピカソからアイデアの盗み方を学ぼ
う」の研究授業を視察。全体的に準備 ( 指導案・資料・
教育機器の使用等も含む )もしっかりとできており、安
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定感のある、明るい研究授業であった。何よりも、三宅
君と生徒との距離感がよく、生徒たちが楽しく、しかも
集中して授業を受けていたのが素晴らしい。また、声も
大きくテンポもあり、授業マネージメントができるよう
になると、教員として充分やっていける内容である。
４ 今年の教育実習で指導された細案の参考例
５ H29 年度の教育実習を視察して 見えてきた課題等
- 研究授業を５つのポイントで考える -
①担当教員との事前の打合せ
　教育実習が始まる１０日まえ前後には、行う打合せ。単
なる顔合わせではなく、受入体制の最終確認を行うと共に、
事前に学生が「大学で身に着けた力」を知ってもらい、併
せて互いの人柄を確認し、適切な人間関係を醸成する。
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学校側
・教科指導を行う美術科教員の確定（部活動指導を含む）
・ホームルーム指導担当教員の確定（道徳指導・給食指導を含む）
・授業担当する日程、研究授業の日程及びテーマの確定
生徒側
・自らの自己紹介（ポートフォリオを持参する）
・受け持つ授業数、研究授業でのテーマ等の摺合せ
・上記日程の確定
各担当教員とよく話し合い、より具体的な日程や「研究授
業のテーマ」を確認し、大学の指導担当者に報告する。
②指導細案作成について
・原則、実習校で指導案の枠組を持っているので、その枠
に従って、授業毎の略案、細案を作成する。特に、枠を指
定されない場合は、本学で使用している枠の活用も可能。
③事前の資料作成について
・より授業を計画的に進めるために必要な事前資料は、研
究授業のテーマに沿って周到に準備する（パワーポイント・
図版資料・生徒作品・手順表・評価表・アイデア用紙等）
④板書・声量・生徒との距離間について
・研究授業時のチェックすべき重要ポイントである。研究
授業を行う前、数回の授業チャンスがあるので、その度に
担当教員からの板書や声量、生徒との距離間についてのア
ドバイスを必ず受け、研究授業に臨む。
・教育機器の使用方法等についても、きちんと指導をうけ、
適切に使用できるよう事前にその扱いに慣れておくこと。
⑤研究授業を通しての学びについて
　研究授業は、教育実習の最終週に実施される。それまで
には、数回の授業を実践し、生徒との関係や略案を通した
授業展開について、美術科担当教員の指導が行われている。
指摘された課題を前向きにとらえ、その対応について、実
習生として、全力で考えた工夫策の準備ができるかが大き
な成長に繋がる。こうした、経験を数多く積むことで、一
人前の美術科教員へと育っていく。また、研究授業終了後
には、視察した大学教員や指導担当教員、時として、視察
に来て頂いた校長からも、助言を得られる場合もある。そ
うした指摘や助言に対し、真摯に耳を傾け、素直な気持ち
で受け止め、自らを振り返り、更に自分を成長させていく
ことが「行った教育実習の真の価値」を決定する。
６ 美術教育のアクティブ・ラーニングについての考え方
　アクティブ・ラーニングは「教員による、一方向的な講
義形式の教育とは異なり、学習者の能動的な学修への参加
を取り入れた教授や学習法の総称」と言われている。美術
教育の理念として、国際的に共有されている「芸術による
教育」（H. Read）では、教師が主導ではなく、子ども達の
内にある素質や創造力を引き出すことを基本的な考え方と
している。その点から考えて見ると、美術教育の実践は、
以前より「学習者の能動的な学修への参加」を重視してき
たといえる。
　アクティブ・ラーニングという観点から改めて、美術教
育の理念、内容、方法等を考えてみると、子どもが自分で
表したいことをみつけ、創意工夫を楽しみながら主体的に
表現する活動や、クラスやグループで作品を鑑賞し、互い
の意見を述べ合う中で、発見したり考えを深めたりする活
動等にみられるように、子どもの主体性を基盤とし、発見
学習、問題解決学習、体験学習、調査学習、協働的学習など、
多様な形態を含んでいる。その意味で、美術を通した学習
はアクティブ・ラーニングの先導的なモデルとなっている。
- アクティブ・ラーニングとしての図画工作科・美術科等の学習 -
○図画工作科、美術科等の学習活動における子どもの主体
的な学びは、小学校での自らの感覚やイメージをもとに発
想・構想していく「造形遊び」や、中学校での主体的に表
現する「主題を生みだす」活動などに、その特質が以前よ
り示されている。
○ゲーム活動やロール・プレイングを取り入れた鑑賞活動
では「作品を通じた子どもの話し合いによる気づき」や「反
省をもとにした作品理解と他者の理解を深める鑑賞活動」
も、アクティブ・ラーニングである。
「美術による教育」が、「思考力・判断力・表現力」の育成
と「２１世紀型スキル」や「キー・コンピテンシー」( 単
なる知識や技能の習得を越え、共に生きるための学力を身
に付け、人生の成功と、良好な社会を形成するための鍵と
なる能力概念 ) で主張される理念や考え方を以前より実践
してきたことが、これからの知識基盤社会において必要と
されるイノベーションや「予測を超えた問題の解決に柔軟
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に対応できる人間」に求められる資質 ･ 能力の育成に、最
も重要な教科であることを、あらためて確認しておきたい。
最後になるが、「生きる力」の英訳は「生きる喜び」となっ
ている。「生きる喜び」を考えた時、美術を含む芸術を通し
て学び感じる「豊かに生きる生活」の中にこそ、味わうこ
とができる真の喜びであることを、美術教員として忘れず
にいて欲しい。
７ 実習風景
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美術科教育法における模擬授業と教育実習
　基礎教育センター 特任教授　福島　美和
１　はじめに
　昨年度の年報では本学での勤務が１年に満たなかった
こともあり、教職課程の指導に当たっての雑感めいたこ
とと、公立学校に勤務する教員の実態として、病気休暇
を取ったり早期退職をしたりする若手教員が多くなって
いることを述べた。その上で、メンタルヘルス教育の充
実の重要性についても触れた。
　２年目となった今年は、担当の講座がひと回りしたこ
ともあり、授業の内容や学生の様子も一応分かってき
た。教員を目指す上で求められる能力として重要なもの
の一つであるコミュニケーション能力や、メンタル面で
の強さなど、学生に不足していると感じるものがある一
方で、素直さや真面目な態度など感心することも多い。
　そこで今回はタイトルにもあるように、美術科教育法
における模擬授業と実際の教育実習について取り上げ、
それらの関係や気付いた点について私見を述べてみた
い。
（H.29「美術科教育法Ⅱ」授業風景）
２　模擬授業について
　美術科教育法Ⅰ及びⅡ共に、全15回の授業のうち後
半の４回もしくは３回で模擬授業を実施する（年度によ
り受講者数が違うため）。Ⅰの授業においては、前半で
主に学習指導要領に基づいて美術科教育の意義や目的、
評価など理論的な内容を学ぶ。その後実践事例の研究も
し、指導計画をたてた上で指導案を作成した後に模擬授
業へと続く。
　Ⅱの授業では主に指導案の検討に時間を割き、指導案
の作成に重点を置いた指導を徹底する。一口に指導案と
言っても様々である。中学校と高等学校による校種や対
象学年の違い、内容も「表現」と「鑑賞」があり、「表
現」も絵画・彫刻、デザイン、その他にも多くある。そ
れら全ての種類の指導案を作成することは時間的にも不
可能であるが、指導案は授業の設計図であり骨格とも言
えるものである。いい加減な指導案であれば内容の伴わ
ない授業になるし、逆に綿密に計画された指導案であれ
ば、その授業は目的が半分達せられたようなものであ
る。
　前期、Ⅰの授業で自信なさそうにおぼつかない模擬授
業をしていた学生が、後期になると格段にいい授業をす
ることがある。Ⅱの授業で添削指導を受けながら指導案
を作成することで、イメージが明確になり授業の展開等
も整理されるので、自信を持って臨むことができるよう
になるからである。
　人数と時間の関係で、模擬授業は１人10～15分程度し
かできない。学生同士の質疑応答と教員のアドバイスも
含めるとそれほど長い時間を取れないのが実情である。
しかし、短時間とは言え同級生を生徒役にして教壇に立
つと、普段一緒に授業を受けている仲間であっても緊張
するものである。ただそれをすることで度胸もつき、
前・後期で２回だけの経験であるが、教育実習に行くこ
とを考えると絶対に必要なものである。また採用試験を
受験する場合でも必ず役に立つはずである。
３　教育実習の概要
　美術科教育法において、指導案を作成した後に実施す
る模擬授業が学内における授業のまとめだとすると、教
育実習は教職課程で４年間学んだものの総決算と言って
も過言ではない。
　教育実習で学生が体験することは多岐にわたる。おそ
らく多くの学生が初日の朝、職員室で教職員に挨拶する
ところから始まり、場合によってはそのまま全校朝礼で
全校生の前で紹介されることもある。その後、管理職や
生徒指導部長等から実習校の概要や生徒の実態について
レクチャーを受けることが多く、空いた時間は授業の見
学である。
　給食のある中学ならば昼の給食指導があり、授業が終
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わればホームルームでの挨拶、清掃指導と休む間がな
い。実習生の控室が用意されていることも多いが、実習
生が少なければ職員室で過ごすこともある。放課後は部
活指導をすることもあろう。１日の終わりには実習ノー
トへの記録が待っていて、あっという間に１日は過ぎて
いく。いずれにしても最初の１週間ほどは授業の見学を
し、教材の準備や印刷等、教諭の手伝いが中心である。
実習期間中に体育大会や文化祭などの行事が実施される
場合もあるので、その準備の手伝いも大きな仕事であ
る。
　実習期間にもよるが、２週目あたりから研究授業の準
備が始まり、指導案を書いたり担当教諭からの指導を受
けたりし始める。自分と同じ教科の先生方の授業や他の
実習生の授業を見学したりして、いよいよ自身の研究授
業を迎えるのである。研究授業をするまでに練習的な意
味合いで（それも生徒にとっては大切な１時間の授業な
のだが）他のクラスで授業をすることもあるが、研究授
業本番には指導教諭だけでなく、校長や教頭を始めとし
て他の教諭や実習生、我々のような大学の教員までもが
参観する。その緊張感たるや学内で行う模擬授業の比で
はないはずである。
　しかし、その緊張も大学で模擬授業を経験しているこ
とで幾分かは緩和され、ほんの僅かではあるが何かの役
に立っていると信じたい。余談になるが、私が大学生の
時には教育系の学部でもなく、教職課程を取っていた学
生も僅かであったため、模擬授業をした覚えもなく、指
導案の書き方も簡単にしか教えてもらえなかったので実
習が不安だったのを記憶している。
４　模擬授業と教育実習の充実に向けて
　学生は実習校が中学であれ高校であれ、自分自身が生
徒の時の目線で見た学校のことしか知らない。実習に行
き教師の立場で学校というところを見ると、なんと忙し
く色々な種類の仕事があり、そして雑用の多い職業だと
いうことに気づくはずである。
　そこで教職を目指すことに不安を感じたり、自信を無
くしたりして進路を考え直す者がいれば、反対に授業や
部活で生徒と触れ合うことでその面白さや手応えを感
じ、改めて教職を目指す学生も出てくる。
　先にも簡単に触れたが、教師の仕事の範囲はとても広
く、その内容は非常に雑多なものである。しかし、何と
言ってもその中心にあるのは授業であり、生徒と授業
で向き合っている時が教師として勝負をしている時であ
る。
　その授業を充実したものにするためには、十分に教材
研究をし、しっかりとした指導計画を立て、適切な指導
案を作成することが重要である。大学の授業において
も、今まで同様に指導計画及び指導案作成の指導に力を
入れ、模擬授業を効率的にカリキュラムに組み込んでい
くことが肝要であろう。
　昨年度、今年度と模擬授業を見る中で気付いたことで
あるが、板書計画が不十分な学生が多い。他の教科と違
い元々板書する量は少ないのだが、それだからこそ見本
の作品や資料の提示の仕方と合わせて板書の効果的な計
画を立てられるように重ねて指導していきたい。
（H.29「教育実習」授業風景）
５　おわりに
　いくらいい指導案を作り、いい模擬授業をしたとして
も、それは所詮授業の中でのことである。こう言ってし
まうと身も蓋もないが、授業で身に付けたものを教育実
習という実践の場で効果的に発揮するためには、それを
活かすだけの能力が必要である。最初にも書いたが、コ
ミュニケーション能力や、メンタル面での強さがそれで
ある。
　実習校は自分の母校であるとは限らない。母校であっ
ても卒業してから少なくとも３年以上は経っており、雰
囲気が変わっていることもある。学校は生き物である。
どのような学校であっても、しっかりと実習できる人間
的な強さを望むものである。
美術科教育法における模擬授業と教育実習
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教育実習における訪問指導の意義について
　アート・クラフト学科 准教授　谷口　文保
１、はじめに
　教育実習は、教育の実践的な知識や技能等を学ぶこと
を目的に、中学校や高等学校で実施される実習である。
本稿では、教育実習における訪問指導について、これま
での筆者の取り組みを振り返り、その意義と課題を考察
する。教員免許の取得を目指す学生にとって、教育実習
は最も重要な場面の一つである。本稿が教育実習や訪問
指導の改善、充実に役立つことを願う。
２、教育実習の流れ
　本学教職課程では、4年次に「教育実習A（教育実習
Ⅰ）」「教育実習B（教育実習Ⅱ）」が開設されてい
る。実習期間は、中学校免許取得には3週間、高等学校
免許取得には2週間が必要となる。
　教育実習を希望する学生は、3年次4月の説明会に参
加しなければならない。そして、学生各自が実習希望校
に、実習の受け入れの問い合わせを行う。実習の受け入
れが決まったら、その学校の担当教諭と相談し、事務手
続きや実施日程等を段階的に調整していく。本学では、
多くの実習は、4年次の5月から7月の間に実施される。
３、美術の教育実習の概要
　美術の教育実習では、絵画、彫塑、工芸、デザイン等
の実技や鑑賞の授業について実習を行う。一般的に教育
実習は授業見学から始める場合が多い。担当教諭の授業
を、メモを取りながら見学する。次に学習指導案を作成
する。作成した指導案は、担当教諭に提出し、修正や加
筆の指導を受ける。完成した指導案に基づいて授業準備
を行う。材料や道具を準備し、参考作品や掲示資料を制
作する。そして担当教諭の指導の下で、実際に授業を実
施し、反省会を行う。実習の最後には研究授業を行う。
学生は、校内の全教諭に研究授業の日程を知らせる。研
究授業では、教諭や他の教育実習生に指導案を配布す
る。授業終了後、学生は担当教諭や参観者から助言や指
導を受ける。
写真1）研究授業の様子（筆者撮影、2016年）
写真2）研究授業の様子（筆者撮影、2016年）
４、訪問指導の流れ
　本学では、教育実習の訪問指導を教職課程担当教員が
分担して行っている。担当教員が、本学学生が実習を
行っている中学校や高等学校を訪問し、実習生の指導を
行う。筆者は毎年3名から5名の学生を担当している。訪
問先の多くは兵庫県南部の学校であるが、九州や北陸等
に出張することもある。
　訪問指導の流れは下記の通りである。4月から5月に訪
問指導に向けて担当学生とミーティングを行い、訪問指
導の日程調整を開始する。中学校や高等学校の都合が優
先されるため、訪問日程は教育実習の直前か実習開始直
後に決まることが多い。ミーティングでは、教育実習に
教育実習における訪問指導の意義について
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向けての心構えや担当教諭との打ち合わせについて助言
する。筆者の経験や卒業生のエピソードを交えつつ、担
当教諭や中学生、高校生の視点から教育実習について考
えさせ、意欲を高め、不安を和らげるように心がけてい
る。
　訪問指導は、実習の後半に実施できるように日程調整
を行う。実習の終盤に実施される研究授業は、教育実習
の成果が確認できる。
　訪問指導では、まず学校長を訪ね、実習の受け入れに
ついて感謝を伝え、実習の様子について聞き取りを行
う。その後、教科の指導を担当していただいている教諭
に面会し、学生の授業を参観する。授業参観を行った後
は、学生と担当教諭と筆者の三名で反省会を行う。中学
校や高等学校の教諭は多忙であるため、筆者と学生の二
人で反省会を行う場合も多い。反省会では、参観した授
業の振り返りを行い、学生に、「狙い通りの指導が出来
た点」や「思ったように出来なかった点」等を発表させ
る。その上で、担当教諭と筆者からそれぞれ授業の講評
を行い、指導方法の改善や発展について助言する。時間
割や担当教諭の都合によるが、反省会は15分から1時間
程度行う。
５、訪問指導の意義
　訪問指導の意義は、3つある。まず、学生の指導であ
る。教育実習の取り組み状況を実際に現地で確認するこ
とは重要である。学生が担当教諭や生徒と良好な関係を
構築できているか。大学で学んだ理論や知識を活かし指
導案を作成できているか。計画的に授業を進められてい
るか。生徒への発問や声掛けは的確か。教室全体を把握
できているか。こういったことは担当教諭からの聞き取
りと授業参観を通して、確実に把握することができる。
その上で、学生本人と面談し、学生自身が現状の課題を
明確化していくように指導する。そして、その対処法や
改善策を助言することによって、教育実習に関する学生
の理解が深まり、その実践力が向上する。
　次に、訪問指導は大学と受け入れ校との情報交換を行
う貴重な機会である。大学からは、教職課程の状況や大
学全体の教育的取り組みについて伝えることができる。
受け入れ校からは、教育実習について大学へ要望を伝え
たりすることができる。また、訪問指導で得られる、中
学校や高等学校の現状や課題に関する情報は、本学教職
課程を時代に適応した内容に更新していく上で重要であ
る。こうした情報交換を積極的に行うことで、大学と中
学校や高等学校との認識のズレを軽減し、信頼関係の醸
成につなげることができる。
　訪問指導では、中学校や高等学校における教科教育の
現場を実見し、教科教育の課題や新しい取り組みについ
て教諭から直接聞き取りすることができる。筆者は美術
科教育法Ⅰの授業を担当しているため、訪問指導は教育
現場を研究する貴重な機会と考えている。美術教室のレ
イアウトや施設設備。教室に掲示されている授業課題。
廊下に展示してある共同制作。それらには各校の歴史と
美術担当教諭の創意工夫が蓄積されていて、美術科教育
の観点から興味深い取り組みが多い。美術担当教諭との
会話からは、美術科教育の最前線の課題や発展的取り組
みを学ぶことができる。筆者にとって訪問指導は、美術
科教育法Ⅰの改善や発展を促進し、授業の活性化につな
がっている。
６、まとめ
　訪問指導の課題は日程調整である。筆者は、大学の授
業や会議の日程とのすり合わせにいつも苦労している。
効果的な訪問指導を実現するために、よりよい日程調整
のシステムを考える必要がある。
　最後に、訪問指導は大学と中学校、高等学校の連携を
促進する貴重な機会である。筆者は、教職課程担当の立
場からも、教科教育の授業担当の立場からもこの機会を
もっと有効に活用できるのではないかと考えている。今
後も、意欲と実践力を備えた教員を養成するという関係
者共通の目標を確認しながら、中学校、高等学校と連携
してより良い訪問指導の実施を目指していきたい。
教育実習における訪問指導の意義について
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人間形成と習慣
―エトスとエートスの関係について考える―
基礎教育センター 准教授　津田　徹 
１　はじめに
　教育学において習慣はどう扱われてきたか。例えば、
筆者が担当する本学の教職科目「教育原理」や「道徳教
育論」では、児童・生徒の発達と学校教育との関連にお
いて、「基本的な生活習慣」を取り上げることがある。「基
本的な生活習慣」とは、就学前に身に付けるべき生活習
慣のことで、食事、排泄、睡眠、着脱衣、清潔の５つの
習慣のことである。これらは子どもにとっての発達課題
ないし生活課題ではあるが、まれに大学生においても基
本的な生活習慣が身に付いていないことが見受けられ、
とくに睡眠や食事の生活習慣は、学校生活はもとより、
病気や生活の質に関係することがよく知られており、子
どものみならず大人においても課題となっている。その
意味において習慣の問題は全生涯にわたる人間形成上の
重要な問題であり、学校教育においてもまたこの原理を
認識し教育に当たることが重要である。さらにどのよう
な内容を習慣づけるのかが人間形成上においても問題と
なる。巷間では「習慣は第二の天性である」とか「点滴
石をもうがつ」、「雀百まで踊り忘れず」、「性相近し、習
い相遠し」などの俚諺が習慣について言われており、知
育のみならず人格形成上の観点からも習慣の意義を認め
ることができる。
　本稿では、習慣そのものの意味を確認した後、学校教
育における習慣の取り扱いについて確認し、次に習慣に
ついて言及した思想家たちを取り上げ、思うところを述
べてみたい。
２　習慣の定義
　『広辞苑』によれば、習慣とは「①日常の決りきった
行い。しきたり。ならわし。慣習。②［心］ア　後天的
に習得し、比較的固定して、少ない努力で反復できる行
動様式。イ　狭義には、特に知識に関係したものは記憶
と呼んで、運動に関係したものだけを習慣ということが
多い。慣用表現：習慣は第二の天性なり」とある（電子
辞書版、『広辞苑第五版』）。
　漢和辞典（小川環樹他編、『角川漢字源―改訂版』、角
川書店、1999 年、p.802）によれば、習慣とは、「ならわし。」
とあり、続けて「少成は天性のごとし（子どもの頃に身
につけた習慣は、もって生まれた天性にひとしい）、習
慣は自然のごとし（習慣は自然にひとしい）」（漢（書）・
誼伝）とある（訳語は筆者による）。
　また、見田宗介他編、『社会学事典』有斐閣、平成 8 年、
p.431 によれば、習慣とは、「くり返し習うことによっ
て、生活行動のなかに固定させられた様式。学ぶも、習
うも、もともとの日本語の関連からすれば、真似すると
いう意味がつよく、くりかえし先行する経験をなぞるな
かで無意識の層にまで定位した行動様式として、その特
徴はパーソナリティの「基層」を構成する。」とある。
　 英 語 の habit は、 ラ テ ン 語 の habitus に 由 来 し、
ラ テ ン 語 の habitus は a)appearance, b)dress, 
attire, c)condition, state, quality, nature, 
character, d)disposition, state of feeling と あ
る (cf. S.A. Handford and M. Herberg, Langensheidt’s 
P o c k e t  D i c t i o n a r y ,  L a t i n  L a t i n - E n g l i s h  E n g l i s h - L a t i n,  
Langenscheidt. 1966, p.150.) この中で注目したい
のは、b) の服飾、装飾であり、身体に内在するもので
はなく、後天的に獲得される経験的素地を含んでいる
点である。ちょうど、さまざまな服を身につけるのと
同様に、目的に応じて様式を身につけることが包含さ
れている点は興味深い。このことは persona という用
語が personality の語源であり、元々は役者の演じる
際に着ける仮面を意味していたことを想起させる。さ
らに遡って習慣に相当する古代ギリシア語 ethos（エト
ス）ἔ θοςは、ギリシア英語辞典によれば、「custom, 
usage, manners, habit」とある (Liddle & Scott, A 
Lexicon Abridged from Liddle & Scott’s Greek-English Lexicon, 
Oxford U.P., 1993, p.195.)。また、心理学の観点か
らは、学習の一形態としての習慣が学術テーマとして挙
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げられており、「習慣はおそらく人が考え得ることので
きる学習のもっとも単純な形式であろう」(Haselgrove, 
Learning ; A very short Introduction, Oxford U.P., 2016, 
p.4) と指摘されており、人間のみならず動物（ラット）
も習慣により音楽を聞き分けたり、さらに驚くべきこと
にシナプスでさえ習慣化の傾向があるという（op. cit. 
pp. 4-5）。習慣との関連で、可塑性（plasticity）の
余地が習慣を可能とするものと考えられ、脳のシナプス
が可塑的であることも議論されており、アン・グレイ
ビールは経験に依存する可塑性、ダイナミックに変化す
る活動パターンを強調する (Clare Carlisle, on Habit, 
Routledge, 2014, p. 22)。教育学では可塑性とは、「教
育の必要性」の要件の一つとも考えられており、特に人
間の乳幼児の可塑性がその後の教育の存在を高めている
（参考、武安宥、長尾和英編著、『人間形成のイデア―改
訂版―』、昭和堂、2010 年、7 頁）。
３　現代の学校教育と習慣
　平成 20 年度（高等学校は平成 21 年度）の学習指導要
領において、その特徴として学習習慣の確立が総則にお
いて示され、習慣の意義について取り上げられているこ
とはよく知られている（参考、文部科学省編、『中学校
学習指導要領』、東山書房、平成 23 年、15 頁及び文部
科学省編、『高等学校学習指導要領』、東山書房、平成
21 年、15 頁）。
　また道徳において（平成 27 年から特設科目　道徳と
なった）も、「１　主として自分自身に関すること」の
中の内容項目の一つである「望ましい生活習慣を身に付
け～中略～調和のある生活をする」と、『中学校学習指
導要領』の第 3 章において習慣について述べられている
（参考、文部科学省編、『中学校学習指導要領』、東山書房、
平成 23 年、112 頁）。　
　別の観点からは、現代のカリキュラム構成上の特徴の
一つとして「一単位時間あたりの弾力的な運用」が可能
となったことを挙げることができる。これはモジュール
制（モジュラー制）とも言われるカリキュラム構成方法
の一つで、従来の 50 分を標準時間単位とする考え方か
ら、教科や科目のねらいに即して、授業時間を小分けす
るなどして弾力的に運用して確保するという方法のこと
である。このことにより、読書や計算、英単語や漢字の
書き取りなど基本的な技術・知識の学習が、いわば学習
習慣としての形成に寄与することが可能となっており、
ここにおいても学校教育における習慣の応用が見られ
る。
４　習慣の実際化について尽力した思想家
　歴史的に振り返ってみると、習慣は、人間形成上、大
きな意義を有するものとして、古今東西の思想家によっ
て主張されてきた。どのような人物が習慣を人間形成上
意義あるものとしてどのような思想を展開しているかに
ついては別の機会に論じたいが、例えば、西洋古代では、
プラトン、アリストテレス、中国古代では、孔子、孟子
を挙げることができる。すでにアリストテレス（古代ギ
リシアの哲学者、BC384 － BC322）は、習慣（エトス・
ἔ θος）が人格（エートス・ἦ θος）に関係すること
を論じ、『ニコマコス倫理学』第 1 巻終わりから第 2 巻
にかけて習慣について詳細に論じている。アリストテレ
スの習慣論を中世において再解釈したのが、トマス・ア
クィナス（中世の神学者、1224-12) であった。トマス
はこれを habitus 論として検討した。
　アウグスティヌス（中世教父の一人、350 ～ 430）は
自らの青年期の放蕩生活を肉体が欲望に取り付かれてい
るという意味で　iron chain（鉄の鎖）（『告白録』第
8 巻）と述べ、修道院制度の確立者聖ベネディクトゥス
（480-547 頃）は、「祈りと労働」の二大モットーを修道
士たちの戒律としたことが知られている。モンテーニュ
（フランスの思想家、1533 － 1592）は、「『わたしが今ま
でこれほど長いあいだ慣れ親しんできたことを習慣とし
て行なって、害を受けるはずがない』という意見以上に
しっかりと信じているものはない。習慣が、われわれの
生活に自分の好きなかたちを与えてよこす。このことに
ついては、習慣は何でもできる。」（中央公論社編、『世
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界の名著、モンテーニュ』、中央公論社、昭和 61 年、p. 
496）と人間形成上の習慣の偉大さについて述べている。
　パスカル（フランスの思想家、1623-1662）は『パンセ』
第 5 章の断片 294 の中において、「川一つで仕切られる
滑稽な正義よ。ピレネー山脈のこちら側での真理が、あ
ちら側では誤謬である」( 前田陽一・由木康訳、『世界の
名著 24　パスカル』、中央公論社、1990 年、187 頁 ) と
述べ、場所の相違によって価値観が異なるのは、習慣（慣
習）の相違に他ならないことを指摘して、習慣の有する
意味を問題視している。
　そもそも習慣について多くの論者はどのように捉
えているのか。この主題について先にも触れた Clare 
Carlisle 著 , On Habit, Routledge と い う 専 門 書 が
2014 年に出版されている。以下ではこの書を参考にし
ながら習慣について各思想家がどのように捉えているか
を若干紹介したい。
　同書によれば、習慣について肯定的に捉える思想家
（賛成派）と、習慣について否定的に捉える思想家（反
対派）、曖昧な立場（折衷派）をそれぞれ紹介している。
賛成派に属する思想家はアリストテレスをはじめ、ジョ
セフ・バトラー、フェリックス・ラヴェッソンらがいる。
例えばアリストテレスは習慣が道徳的生活において核心
となる (Clare,2014,p.3) とされ、ヒュームは慣習を人
間生活の偉大な導きとしてみなしている (Clare,2014, 
p.3)。但しヒュームは本文によれば折衷派である。他
方ルター、スピノザ、カント、キルケゴール、ベルクソ
ンらの人物は習慣を否定する立場（反対派）に立ってい
る (Clare,2014,pp.1-30 )。スピノザは習慣は我々を惑
わせるものであり自然的叡智を理解することを妨げるも
のである (Clare,2014 ,p.3) として、習慣を人生にお
いて好ましくないものとして捉えているようであり、カ
ント ( ドイツの哲学者、1724-1804) も、習慣を我々の
内なる道徳的価値を阻害するものであると示唆していた
り (Clare,2014,p.3)、習慣によって人間は堕落の可能
性があったり自由を奪い去ってしまう恐れがあり、習慣
は思考なき反復をもたらし滑稽となってしまう（参考、
Clare,2014,p.94 et 97）と考えているようである。さ
らにカントは習慣と道徳とは両立不可能であるとまで考
えている（参考、Clare,2014,p.103）。このカントに加
えキルケゴール（デンマークの思想家、1813-1855）は
習慣は考えないことを産み出し、我々の自由を阻害する
(Clare,2014,p.122) と理解しているようである。
　ヘーゲル ( ドイツ観念論の代表者、1770-1831) は、
習慣に対する両義性について慎重な態度を取り、「教育
は、～中略～子供とともに始まり、その子の生涯が本能
的状態にあるとき始まるのであって、教育は子供たちに
第二の誕生への過程、精神的本性への過程を指し示すの
である、その過程とは子供たちの本性を第二の本性へと
変化させる過程のことであり、この精神的段階を子供に
馴染むよう（習慣づけるよう）にするものである」と述
べている (Clare,2014,p.103)。
　こうした人生における習慣や教育上における習慣の意
義をめぐっては、肯定的理解の立場、否定的理解の立場
のいずれもが認められるが、後天的な要素を重視するこ
とが前提である現代の教育学では、習慣を依然として支
持する解釈が根強いように思われる。
　だが、習慣は人生においてどのような意味があるかと
言えば、悪しき習慣や誤った目的に基づく習慣となった
場合、それがかえって足枷となって改善しようと思って
ももはや習慣づけられているが故に改善困難な点が指摘
されることも事実であり、さらにはどのような内容を習
慣づけるのか、習慣化されるのかという内容如何によっ
ては教育上悪い影響を及ぼすものもあるため、当然その
点は区別して考察する必要がある。
５　習慣と徳目
　以上の習慣の理論とともに、それではどのような理念
をその習慣の最終的形として目指されていたのか。電子
辞書版『広辞苑』では、徳目とは「忠・孝・仁・義など、
徳を分類した名目。道徳の細目。儒教では五倫五常を指
す」とあり、また『漢字源』では徳目は「仁・義・忠・
孝のように、徳を分類した個々の名称。」(1999 年、p.356)
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とあり、東洋の儒教道徳に関する代表的な徳目を意味す
る傾向があるように思われる。しかし、ここではそのよ
うな戦前の徳目主義に連なる理念を意図せずして一般的
な徳目の分類を意味するものとして徳目という用語を記
したい。　
６　徳目のリストを考える
　徳目とは英語で virtue とか cardinal virtues と
かと表現され、また Golden rules は黄金律のこと
で、行動規範のことである。ここに 1 本の論文がある。
（Richard T. Kinner, Jerry L. Kernes, Therese M. 
Dautheribes, ‘A Short List of Universal Moral 
Values’, Counseling and  Values, Vol.45, 2000, pp.4-
16）は、西洋の徳目のリストについて考察を展開し、簡
易な徳目リストの作成に挑戦している。このリストの作
成の意義としてこの論文の著者は「最も普遍的に受け入
れられた諸価値の簡潔なリストは特定の価値の衝突やモ
ラル・ディレンマを個々人が把握する際に役立つ一般的
なガイドとしてまたはレファレンスのフレームとして役
立ちうるであろう」(Kinner et al, 2000,pp.4-5) と
述べている。
　ところで、こうした徳目のリスト化の試みは、西洋で
はすでにアメリカの思想家ベンジャミン・フランクリン
(1706-1790) の提唱する「フランクリン 13 徳」や、我
が国の広瀬淡窓 ( 江戸時代後期の思想家、1782-1856)
の「万善簿」、学校教育との関係で指摘するならばパー
カーストの「ドルトン・プラン」などが存在しており (cf, 
赤井米吉訳、『ドルトン・プランの教育（パーカースト）』、
明治図書出版、1974 年。)、決して目新しいものではない。
また徳目リストの教育での活用については、すでに学校
教育では学習指導要領に示された道徳の内容項目は、道
徳の授業において取り扱うことが求められていることか
ら、リストとその内容の教育的展開であると捉えること
もできる。
　この点に関連して先ほど触れたフランクリンは、「生
まれながらの性癖や習慣や交友のために陥りがちな過ち
は、すべて克服してしまいたいと思った。～中略～私が
それまでに読んだ本には、いろいろの種類の徳が列挙し
てあったが、その徳目の数を見ると、多いのもあれば少
ないものもあった。～中略～そこで私は、当時自分に
とって必要であり、また望ましくも思われたすべての徳
を十三の名称に含めてしまい、その各々に短い戒律をつ
けたが、～以下略」( フランクリン、松本他訳、『フラン
クリン自伝』、岩波文庫、1957 年、pp.136-137) と最終
的に、節制、沈黙、規律、決断、節約、勤勉、誠実、正
義、中庸、清潔、平静、純潔、謙譲の十三徳目をまとめ
上げ、これを手帳に表としてまとめ各週ごとに一つの徳
目についてチェックして、13 週で一巡してその実践状況
を一目瞭然にした表を活用したのであった ( フランクリ
ン、1957. pp.139-141)。
　先のキナーらの論文 (2000) による興味深い点として
は、普遍的価値［が存在するか］に対して賛成する立場と、
普遍的価値［が存在するか］に対して反対する立場をそ
れぞれ取り上げている点 (Kinner et al, 2000,pp.5-
7) である。それぞれの主張の根拠としては、次の通りで
ある。普遍的価値［が存在するか］に対して賛成する立
場は、我々の内部に普遍的価値が存在することの説明の
困難さ、リスクを承知しているものの、普遍的価値が人
類の改善や生存に対してなしうる正しい事柄は存在する
はずだと論じる立場のことで、ベルはいくらかの普遍的
基準がないとすれば、習慣的に執り行われている、ある
いはある集団の文化的伝統の部分となっているカニバリ
ズム、身体的拷問、割礼、妻への暴力、子供の摂取、奴
隷制度、殺人、ジェノサイドなどを批判する根拠を失う
であろう、と述べている (Kinner et al, 2000,p.6)。
また、普遍的価値が存するとする主唱者は強く価値をア
ピールすることを指摘している。例えば、黄金律のよう
なものや嫌悪感を抱かさせる忌まわしい実践などを指摘
する根拠として (Kinner et al, 2000,p.6)。
　他方、普遍的価値が存在することに対し反対する立
場（厳密にいえば、反対する立場も価値を前提として反
対しているため、この場合の厳格な定義づけが改めて求
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められるかもしれない）は、以下のような理由を有して
いる。フォワーズとリチャードソンは、普遍主義は抑圧
された文化帝国主義として理解されもしていて (Kinner 
et al, 2000,p.5)、例として、奴隷制はかつて自然な
ものとして受容されてきたことを挙げている。諸価値は
相対的で主観的であると考えられてきたため、ニーチェ
などはこの立場に与しているという。例えば、リントン
は慎みという抽象概念は、ある意味、普遍的に受容され
るかもしれないが、しかし慎みという特定の文脈の記述
においては広く変化するものである。よって、慎みある
べし、という一般的な指示は人がいかにして行動すべき
かについて何らあるいはほとんど伝えるものではない、
という（Kinner et al, 2000, pp.5-6)。
　こうした普遍的価値が存在せずとする立場あるいは反
対する立場は、20 世紀の影響力の有した哲学により採
用され（人文主義的心理学、現象学、構成主義）(p.6)、
最終的に 20 世紀後半を支配してきた多文化運動は、多
様性の理想化ゆえに、本質的には反普遍主義者であると
いう (cf.p.6)。
　以上の分類は、教育学では規範的教育学と分析的教育
学とのそれぞれの立場と類似している。現代の主流とし
ては、分析的教育学や普遍的価値に対して反対する立場
が挙げられる（p.6）。これらの立場に立つのは、文化
人類学者、分析哲学者などである。文化相対主義や多元
主義などを支持する思想家たちによっても支持されてい
る。筆者はかつて規範的教育学擁護の立場からこの問
題を取り上げたことがある ( 参考、津田徹「アリスト
テレスの教育哲学」、『芦屋大学論叢』42 号、2005 年、
pp.85-98) が、今回はこれ以上の踏み込んだ詳細な議論
を行う余力はないため、今後の課題としたい。
７　今後にむけて
　上記で確認した議論は興味深いものである。教育学で
は特に近年、理論や知識を身につけることよりも、知識
や理論を活用した創意工夫や多様な経験を重んじる傾向
や批判的思考といった既存の知識や技術についての反省
的・省察的側面が強調されることも少なくはない。例え
ば、教科書の内容を理解すること（基礎・基本）は重要
ではあるが、授業で理解した内容を用いて何ができるか
（応用）を主眼とするべきであるといった議論がある。
他方で、そうした経験を補う基礎的・基本的知識や技術
の習得も重視されていることは言うまでも無い。上記で
見てきたように習慣が教育上大きな役割を果たすととも
に、もし悪しき習慣に染まるなら、それは多くの論者が
指摘していたとおり、習慣の否定に繋がりかねないだろ
う。厳密には習慣のめざす目的が要となり、習慣の力に
よって人間は大きく成長しうるのであり、不可能だと思
われたことも習慣によって達成可能にもなりうる。習慣
はそれほど偉大な能力を持ち合わせた自然に備わる強力
な方法である。
　それゆえ、どのように習慣づけられるのかを教育者は
注意深く監視しなければならない。アリストテレスが主
張しているように、人間が善くて有徳となるためには、
自然［ピュシス］、習慣［エトス］、理性［ロゴス］が必
要である（アリストテレス、山本光雄訳、『政治学』、岩
波文庫、昭和 42 年、p.342）。習性を受け入れる自然本性、
そしてよりよき習慣を選択し目指すのが理性である。そ
の意味で悪習に染まらぬよう子どもたちに配慮し、この
習慣による事物の達成や望ましい習慣化は教育方法とし
て魅力的に思われる。望ましい価値に向けて習慣づける
ことはある価値を前提としてはじめて習慣化が可能であ
る。習慣に対する消極的評価についての分析は、筆者が
習慣を大いに評価する立場に立ってはいるものの、なお
も詳細な検討の余地があると思われる。つまり偶発的な
出会いや一度限りの行いがもつ教育的意味は、習慣の教
育上の意義を貶めるのだろうか。改めて今後の課題とし
たい。
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「工業教育」の現状と今後に向けて
基礎教育センター 非常勤講師　前田　学 
はじめに
　現在、各高等学校においては、平成 21 年３月に告示
され、平成 25 年度から学年進行で実施された高等学校
学習指導要領に基づいて高等学校教育が実施されてい
る。今後の新学習指導要領については、幼稚園、小学校、
中学校については既に本年度（平成 29 年４月 28 日）に
改訂告示され、高等学校については本年度末に告示、平
成 34 年度から年次進行で実施予定となっている。
　そのような中、工業高校における「工業教育」の現状
と今後について述べる。
１　工業高校の現状について
　産業構造が変化し、ＩＴ化やＡＩに代表される技術革
新がめざましい世の中にあって、工業高校生に求められ
る知識、技術、技能も高度化してきている。また、産
業界の多くの職種で技能を持った技術者の不足が課題と
なっている。老朽化した建物や道路、電気、ガス、水道
などのインフラ整備、自動車整備などの社会基盤を支え
る技術・技能者の育成は急務であり、今後も工業高校の
役割は重要と考える。
　一方、少子化に重ねて普通科志向による専門高校の定
員割れや、高校再編による学校・学級減、地域産業の変
化（衰退）による出口の確保、大学など上級学校への進
学希望者の増加など、時代の変化への対応に追われてい
る。
　平成 28 年度の文部科学省「学校基本調査」によると
高等学校の学科別生徒数の割合は普通科高校で学ぶ生徒
が 72.9%、専門学科のうち職業を主とする専門学科高校
が 18.5%（その他の専門学科は除く）、総合学科高校は
5.4% となっており、うち工業科に目を向けると、昭和
40 年代に高校生の 18% を占めていた工業高校生が、平
成 28 年度には 7.7% に減少している。これからの 10 年、
20 年は今まで以上に工業高校をはじめとする高等学校
は、大変な時代に入ったと感じる。
２　工業高校生の就職状況について
　平成 28 年度の高等学校卒業生 1,075,316 人のうち
就職者は 188,212 人で 17.5% である。就職者のうち
54,285 人が工業科の卒業生で全就職者の 28.8% を占め
ている。ちなみに卒業生全体の就職率（就職者の就職希
望者に対する割合）は 98.0% であり、工業科の就職率は
99.4% で、他の職業を主とする専門学科（農業 98.7%、
商業 99.0%、水産 98.5%）などに比べて学科別就職率は
トップである。
　また、工業科における産業別就職状況は、平成 28 年
度工業科卒業生で就職した 54,285 人中 55.8% の 30,218
人が製造業に就職し、次いで建設業に 16.0% の 8,686 人
が就職している。まさに工業高校卒業生就職者の 70% 以
上が製造業・建設業に就業し、日本のものづくりや社会
基盤を支える産業に就職している状況にある。
３　工業高校の課題
　前述の現状を踏まえて工業高校の課題を挙げると
(1) 工業高校の生徒に求められる資質・能力の変化
　産業の高度化・複合化等に伴い必要な専門知識や技術
が変化していることへの対応。
(2) 生徒の進路の多様化への対応
　高等教育機関への進学希望者が増加する一方、高卒時
点での人材確保を希望する企業も存在するため、多様な
ニーズへの対応。
(3) 地方創生への対応
　専門高校等において、地元の地方公共団体や企業等と
連携した実践的なプログラムの開発や教育体制の確立に
より、地域を担う人材育成を促進。
(4) 先端機器の導入および教員の資質の向上
　現有の施設設備の老朽化および技術革新による最先端
の技術に対応する機器の導入。および教員の専門的な技
術・技能の伝承、スキルアップ。
　このような課題も抱えているが、工業高校は本物に触
れる教育、ものづくりの喜びを与える教育、ものづくり
を継承する教育を実践し、ものづくりをとおして人づく
りを行うことが工業教育の根幹である。引き続き工業高
校は将来のスペシャリストの育成とともに地域産業を担
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う専門的職業人の育成に務めなければいけない。
４　今後に向けて
　前述した課題に対応すべく、国の取組等を紹介する。
(1) スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール (SPH)
　社会の変化や産業の動向等に対応した、高度な知識・
技能を身に付け、社会の第一線で活躍できる専門的職業
人を育成するため、先進的な卓越した取組を行う専門高
校（専攻科を含む）を指定し、実践研究を行う。
○実践事例
　・愛知県立豊田工業高等学校
　  平成 26 年度～ 28 年度の 3 年間研究指定
　  テーマ：次世代産業を担うスーパー技術者の育成
　　研究概要：「連携」をキーワードに地域の企業や大
学の協力の下、豊かな創造性とグローバルな視点を
育成するとともに、実践的な技術力を身に付けた次
世代産業を担うスーパー技術者を育成する教育プロ
グラムの研究。
　平成 29 年度から 3 年度間指定期間の研究指定校（工
業科）および研究開発課題の一例
　・新潟県立新潟工業高等学校
　　工業技術の向上に資する専門的職業人材育成プログ
ラムの開発
(2) 全国産業教育フェアの開催
　専門高校等の生徒の学習成果を総合的に発表する全国
産業教育フェアを、都道府県教育委員会との連携・協力
を得て、全国的な規模で開催することにより、全国の専
門高校等の生徒の学習意欲や産業界、教育界、国民一般
への専門高校等の魅力的な教育内容について理解・関心
を高めるとともに、新たな産業教育の在り方を探り、新
しい時代に即した専門高校等における産業教育の活性化
を図り、その振興に資することを目的とする。
(3) 高等学校学習指導要領の改訂
　次の高等学校学習指導要領については本年度末に告示
予定で、「工業」については次に示すような改訂内容で
ある。
○安全・安心な社会の構築、職業人としての倫理観、環
境保全やエネルギーの有効な活用、産業のグローバル
競争の激化、情報技術の技術革新の開発が加速するこ
となどを踏まえ、ものづくりを通して、地域や社会の
健全で持続的な発展を担う職業人を育成するため、次
のような改善・充実を図る。
 ・工業の各分野で横断的に履修する科目について、知識
や技術及び技能の活用に関する学習の充実
 ・技術の高度化や情報技術の発展等への対応に関する学
習の充実
 ・環境問題や省エネルギーに対応した学習の充実
 ・グローバルな視点を取り入れた学習の充実
 ・電子機械に関わる知識と技術の活用に関する学習の充
実
 ・組込み技術について知識と技術の一体的な習得を図る
学習の充実
 ・耐震技術やユニバーサルデザイン等の知識と技術に関
する学習の充実
おわりに
　今年度から、本学で前期に「工業科教育法Ⅰ」を、後
期に「工業科教育法Ⅱ」を担当している。どの教科の教
育法も不変的な内容と時代とともに変化していく内容と
があるが、出来る限り講義内容は最新の情報を取り入れ、
時代の変化に対応できる教員の育成に努めたい。
　また、日本のものづくり産業を支えるためにも工業高
校への期待は高まっている。その期待に応えるためにも
教員の育成は不可欠と考える。
引用文献
 ・工業教育資料　実教出版
　「工業教育の方向とこれから」　池守　滋
　　第 369 号　平成 28 年 9 月　P1-6
　「工業教育の活性化に向けて」　後藤　博史
　　第 370 号　平成 28 年 11 月　P1-6
 ・平成 29 年度日本工業教育経営研究会・日本工業技術
学会　近畿支部総会配布資料
　文部科学省　持田　雄一　平成 29 年 5 月
「工業教育」の現状と今後に向けて
卒業生・学生による報告・記録
この章では、本学を卒業後、学校現場に携わる者２名、教員採用
試験に合格した者のうち１名、教育実習を終えた者のうち８名の
報告を掲載しています。
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“今”目の前の生徒と向き合って思うこと
　　2012 年度　先端芸術学部　造形表現学科　卒業生
姫路市立琴陵中学校　教諭　西脇　久実
１．学校概要
　昨年度から私が勤務している姫路市立琴陵中学校は、
生徒総数約 300 人の中規模校です。世界遺産姫路城の西
側に位置する名古山トンネルの真上にあり、美術室のあ
る C 棟４階の廊下からは、姫路城の天守閣と名古山霊園
の仏舎利塔を見ることができます。姫路市が姫路城の東
西南北に最初に建てた中学校の内の１つで、70 年の歴
史と伝統を重んじる学校です。校舎は古いですが、生徒
たちが毎日 20 分間の黙清掃をし、教室や廊下の床など、
年中ピカピカ光っています。山の上にあるので、街中で
も道路やビルからは離れており、落ち着いて勉強ができ
る環境の中にあります。
２．美術授業での実践
　１学年３クラスで、３学年と特別支援クラスの計 10
クラスの美術の授業を担当しています。週に 1 度しかな
い美術の授業を、生徒たちは楽しみにしてくれています。
私の授業は、実技が 7 割、鑑賞が 3 割くらいです。
　実技の授業は、様々な分野に触れるようにしています
が、長期休暇にポスター課題を出すことから、デザイン
画の授業が多くなりがちです。1 年生の間にレタリング、
色の整理から配色の工夫、色彩構成、デッサンの基本、
塑造、ペーパークラフトをやっています。２年生では、
平面構成、工芸（ランプシェード）、水墨画、木彫。３
年生では、モダンテクニックからの絵画表現、自画像制
作、篆刻から持ち手の彫刻をメイン課題としてやってい
ます。課題の間に鑑賞の授業から「手本にしてやってみ
よう」とプリントを使い、20 分程度で出来る実技課題を
出すこともあります。3 年間を通して、全員が美術の授
業のどこかで１回はスポットライトが当たるようにした
いと考えています。本校は不登校を課題としているので、
様々な表現に触れ、自由に発想し創造していく力が、今
後の彼らの生きていくヒントに繋がって欲しいという思
いもあります。
　1・2・3 年生共通の鑑賞としては、月初めの授業導入で、
アーティストというプリントとスライドを用いて、作家
を 1 人ずつ紹介しています。
教科書や資料集に載っている作家を紹介するときもあり
ますが、姫路市立美術館や兵庫県立美術館などで、その
ときに展示されている作家や、私の趣味で月刊アート
コレクターズを年間購読しているので、そこで私が気に
なった現代作家を紹介することもあります。芸術を身近
に感じて欲しいからです。
　プリントの最後には、
「ぶたのつぶやき」という
欄をつくり、私の主観的な意見や生徒への発問を入れ、
鑑賞のヒントになるようにしています。今年、紹介した
アーティストの中で、イスラエルのイガル・オゼリとい
う作家がいます。ハイパーリアリスムの画家で写真より
も本物のように女性や自然を描く作家です。彼を紹介し
た後の授業で自画像制作をしたときに、彼のマネをして
細い筆だけを使い着彩している生徒がいたのが印象的で
した。アーティストのプリントの他にも 2 年生では、教
科書に載っている日本美術史を学習します。3 年生では
西洋美術史です。教科書・資料集の年表とリンクするよ
うに、PowerPoint で自作のスライドをつくり、またそ
のスライドとリンクするように、ワークシートをつくり
ます。そのワークシートとは別に、手書きの絵入り補足
プリントをつくり、美術史に興味を持ってもられるよう
にと考え、私自身が楽しみながら教材研究を行っていま
す。昨年作ったものを今年改良して、今年課題に感じた
ことは、来年改良していく予定です。高校で非常勤講師
をしていたときは、鑑賞の授業に抵抗を感じていたので
すが、鑑賞は、準備すれば準備するほど生徒が食いつい
てきてくれるし、考えてくれます。そしてなによりも、
“今”目の前の生徒と向き合って思うこと
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教師自身も深まってくるものだと思うようになりまし
た。社会科の先生から話を聞き、作品の時代背景を勉強
し直すことも新しい発見があり面白いです。
３．“今”目の前の生徒と向き合って思うこと
　生徒たちの作品は生きています。性格がにじみ出てく
るし、好き嫌いがわかる。褒めると伸びるし、褒めすぎ
ると停滞する。指摘すると改善されるが、指摘ばかりだ
と思考がなくなる。まるで生徒１人１人の写し鏡のよう
です。そんな作品を私たち美術教師は点数付けしていか
なければならないのですが、ただ点数をつけるのではな
く、生徒１人１人だということを忘れないでおきたいと
思っています。また、私の発言や授業内容の反省材料に
もしています。１人１人もですが、不思議と学年ごとに
もカラーがあり、３年生は技術があるが行き当たりばっ
たりで作品をつくる傾向にあり、２年生は几帳面でこだ
わりが強い、１年生はアイディアを引き出すことが得意
で変なものをつくるときがあります。生徒 300 人の作品
を見ることができるのは、とても幸せです。彼らの作品
は非常に面白く愛おしいと思います。
　講師時代から毎年、卒業前の３年生へ送っている言葉
があります。【作品というのは、どんなテーマであって
も結局は全て自分が関わってきます。どれだけ今を見つ
められるか、どれだけの記憶を辿れるか、どれだけの先
を想像できるか…ゼロのところには何も生まれません。
みんなが 15 年間生きてきて色んな経験をしてたくさん
の美しいものに触れてきたから造れる作品があります。
今回の作品もそう。どの作品も完璧じゃないけど、凄く
良い。高校で美術を選択しなければ、もう美術の授業は
ありませんが、これからもどんな形でもいいので作品を
つくっていって欲しいと思います。「変わっている」こ
とは褒め言葉。作品が「普通」と言われたら少しがっか
りしてしまう。そんなアートの世界。絵が上手くなくて
もいいです。特別な能力がなくてもオッケー。生きてい
ることがアートに繋がります。これからの将来、自分ら
しく進んでいって下さい。】残念ながら、寝ずに準備す
る言葉は、あまり生徒たちの心にヒットしないようで…
適当に毎日言っている小言の方が彼らの中に良くも悪く
も残っているみたいですが、誰かに引っかかれと思いな
がら毎年言っています。実技授業や鑑賞授業における課
題点・反省点は毎年改善していますが、生徒個々を見る
ということや、生徒に３年間でこうなって欲しいという
ような目標や信念は、同じ道筋の先にあるものでるよう
に心掛けています。
　教職に就いてから、高校勤務の講師と合わせて今年度
で５年目になります。自己分析すると、授業は慣れて、
仕事も慣れてきましたが、全然深くなく、口だけが達者
になっている気がします。中学生の３年間の成長は目ま
ぐるしいものです。目の前のやるべきことをしっかりと
した上で、素直に足らぬ所は学びとり、継続していく。
教師であっても生徒であっても同じことだと改めて思い
ました。
４．教職を目指す大学生の皆さんへ
　私は、高校と中学校しか勤務経験がありませんが、私
が会った生徒は皆可愛いです。きっと皆さんと同じくら
い可愛いです。今、目の前にある課題と、しっかり向き
合い、ぜひ教師になって下さい。未来の可愛い生徒たち
を思い、「今」を逃げずに、しっかりと頑張れるあなた
は教師に向いていると思います。実際に生徒を目の前に
したときに、しっかりと向き合えるのはそのような人だ
と思うからです。また、私自身そんな人と一緒に働きた
いと思います。
　あと気になっていることがあります。生徒に粘土を与
えると、落ち着きがない生徒でも不思議と静かに集中し
て作業をします。一般的に荒れているとされている学校
でもそうなのか…春からそういった学校へ勤務される方
は、検証してみてください。
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充実感で溢れた公立高校の非常勤講師を経験して
2016年度　デザイン学部　ビジュアルデザイン学科　卒業生
兵庫県立川西明峰高校　非常勤講師　佐藤根　ぴあの
　2017 年 4 月から兵庫県立川西明峰高校で、美術の非
常勤講師をさせて頂いております。美術の授業は選択制
になっており、1 年生 4 クラス、2 年生 1 クラス、3 年生
2 クラス、1 クラス 20 人前後に美術を教えています。
　2016 年 12 月末、大学 4 年生の時に、川西明峰高校に
非常勤講師としてお世話になることが決まりました。教
育実習を終えてすぐの 11 月初旬、就職活動と卒業制作
に明け暮れていました。かけがえのない経験となった教
育実習でしたが、正直なところ、この時はまだ、先生に
なろう！とは思っていませんでした。12 月初めに受け
た会社に事務採用で、最終面接まで残りました。しかし、
心のどこかで、デザインや美術に関わっていたい、教員
免許や学芸員の資格を活かせる職場で働きたいと思って
いました。そんな時、川西明峰高校の非常勤講師をやっ
てみないか、というお話を頂きました。自宅と同じ市内
に高校があること、週に 14 時間美術の授業を受け持つ
こと、何より、4 年間学んだイラストやデザイン、教職
の授業を活かしたお仕事が出来る！と思い、会社の方を
お断りしました。
　2017 年 3 月、たくさんの人に支えられ、駆け抜けた
大学を卒業しました。そして 4 月から、同じ芸術科の音
楽、書道の先生や周りの先生方に助けられながら、美術
の先生として生徒の前に立つようになりました。つい半
月前まで教壇の前に座っていたのに、急に先生、と呼ば
れるようになりました。なんだか、くすぐったいような
不思議な気持ちでした。何が分からないのかさえ分から
ない、という不安もありましたが、歳が近いこともあ
り、生徒はすぐに打ち解けてくれ、毎日がとても楽しい
です。悩んだり、失敗をして落ち込むこともありますが、
笑って助けてくれたり、生徒に助けられることばかりで
す。生徒とコミュニケーションを取ること、生徒の目線
に立って話すことを何より大事にしています。授業中も
積極的に生徒ひとりひとりと会話をするよう心がけ、廊
下等で生徒とすれ違う時も、挨拶や声をかけるようにし
ています。その甲斐あってか、美術を選択していない生
徒も廊下や職員室等で話しかけてくれたり、部活動の試
合の結果報告や、受験の報告をしてくれます。芸術系の
大学へ進学を考えていた生徒には、志望校に合わせた個
別の対策を考え、プリントを作りました。様々な理由で
進学を悩んでいた生徒もいましたが、わたしの一言が背
中を押して生徒の今後の人生を変えたんだな、と思うと、
うれしい反面、とても重みがあります。
　受験の報告や将来の話を聞くと、自分も同じようなこ
とを高校生の時に経験し、悩んでいたことを思い出しま
す。そんな時に、身近な立場で手を差し伸べられる先生
という職業は、素敵だなあと思います。高校の美術は、
芸術系の大学や専門学校へ進学しない限り、人生で最後
の美術の授業になります。
　この先もずっと、生徒ひとりひとりが、ときめきやわ
くわくする気持ちをずっと持ち続けてほしいと強く願っ
ています。そして、表現すること、美術の入口を広く開
けておきたい、楽しんで美術の授業に取り組んでもらい
たい、そんな気持ちで日々、授業を行っています。
　まだまだひよっこな先生 1 年生という立場ですが、学
校から一歩外に出れば、もっと未熟な 22 歳です。絵を
描くことや、大学 4 年間打ち込んだ音楽活動も続けてい
ます。今後も制作、活動を続けていきたいと思っていま
す。非常勤講師は副業が法律で認められています。正直
なところ、掛け持ちや副業をしないと経済的に厳しいで
す。しかし、正規の先生方より余裕があるので、採用試
験の勉強や、制作、作家活動をすることも可能です。毎
日がとても充実していると胸を張って言えます。やりが
いがあり、日々、素晴らしい経験をしています。
　豊かな心を持った、生徒が話しかけやすい美術の先生
を目指したいです。
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デザイン学部　プロダクトデザイン学科　4 年
　　　　　　　　　　　　　　　　　浮田　康代
　私は、兵庫県教員採用選考試験を４年生の時に受けま
した。当時はまだ私も教職か就職かという迷いがあり両
方を同時進行で進めていましたが、高校の頃からの夢が
諦めきれずに就職活動で内定を得た企業も事情を説明し
辞退させて頂き、教職一本に決めました。
　私の考えでは正直、卒業後に講師をしながら経験と知
識を身につけ数年をかけて本採用の教員になれればとい
う思いだったので今回の教員採用試験は試験自体が一体
どういったものなのかを知る機会にしようという意気込
みで臨んでいました。対策をしようと思ってもほかの方
達と比べると私は経験もなく知識も少ないので藤井教授
に相談に行くと、早速スケジュールを確認し授業の合間
を縫ってある程度の力をつけられるようにと対策をする
時間を設けていただきました。
　4 月の中旬から時間を決めて一次試験の集団面接と一
般教養、二次試験の実技 ( デッサンと平面構成 ) と個人
面接すべて面倒を見ていただきました。一次試験の一般
教養は、先輩方が実際に解いた解答例を参考に、過去問
を多数閲覧し間違いを何度も見返すことを繰り返しつ
つ、集団面接の質疑応答なども数回に渡り練習しました。
二次試験も 120 分でデッサンと平面構成の二課題を仕上
げなければならず、時間の配分を配慮しつつクオリティ
の高い作品を仕上げることを目指し毎週取り組みまし
た。学科の卒業制作や展示会の準備なども同時進行で進
めていたので毎週の試験対策はかなりきつかったのを覚
えています。
　教授には二次試験での実技を主に全力で指導していた
だいたのですが、なかなかに厳しい言葉や指導が続き、
ずる休みをしたいという気持ちが常に頭によぎっていま
したが、どうしても教授を頷かせられるような作品にし
たくて必死に食らいついていきました。駄目と言われた
ところはとことん直していき、なぜ駄目なのかを必ず聞
くようにして、納得いかない場合は直接教授に鉛筆で書
き込んでいただいていたので、毎回デッサンの用紙は
真っ黒になっていました。
　そうこうしているうちに一次試験の集団面接が始ま
り、一緒のグループの方は私以外全員現役の講師をして
おられる方ばかりだったので、私は教育実習のレベルで
しか話ができずに周りの方の現実味を帯びた意見に圧倒
されたのを覚えています。試験が終わって帰り道の道中、
特別支援学校で常勤講師をしておられる方にお話を伺う
時間があったのですが、やはり教育現場は生半可な気
持ちでできるものではなく、その責任の重さや自分自身
の立場の意味など貴重なお話をたくさん聞かせていただ
き、私にはまだまだ教育現場に立つことは早すぎるので
はないかと改めて感じさせられました。
　しかし、二次の実技試験は先生方に特に時間を割いて
特訓していただいた内容だったので、合否関係なく今ま
で積み重ねてきた成果をただ全力で出し切りたいという
気持ちで望みました。前日のギリギリまで実技のデッサ
ンと平面構成に取り組み、最後の最後にやっと教授から
褒められたことが大変嬉しく、頑張ってよかったなと改
めて思いました。当日もプレッシャーに押しつ潰されそ
うになりましたが、悔いなく面談と実技を終わらせられ
ました。熱心にご指導いただいた先生方と、今まで一緒
に頑張ってきた仲間、支えてくれた友人や家族に本当に
心から感謝しています。
　晴れて来年の春から教員をさせていただく事になりま
したが、引き続き先生方に絵画、平面、デッサンの授業
指導法やその技術の習得、年間指導計画の組み立てなど
手厚く指導していただいている最中です。現場に一度も
立ったことがない私が、これから卒業するまでの約半年
間にどれほどの知識や技術、思考の幅を広げられるか、
ここからが本番だと思っています。
　まだまだ知識や経験は浅いですが、生徒や保護者の方
に寄り添うことのできる教員を目指して日々精進してい
きたいと思います。
兵庫県教員採用選考試験を受験して
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デザイン学部　ビジュアルデザイン学科　4 年
　　　　　　　　　　　　　　　　　大西　咲英
　私は中学生の時も、高校生の時も大学生の現在も、 
先生に助けられて来ました。私もそんな存在になりたい
という強い憧れだけを持って教育実習に挑みました。  
　私は 2017 年 5 月 29 日から 3 週間、明石市立魚住中学
校で教育実習をさせていただきました。実習をするにあ
たり一番不安だったのが、中学生と関わる機会が初めて
な上に話すことも得意ではなく、コミュニケーションを
取ることができるのかという授業以前の問題点でした。
案の定不安は的中し、私が担当するクラスは活発な子ど
もが多く最初の数日間はあまり話すことが出来ずに自分
の居場所が無くオロオロとしてしまっていました。そん
な私を支えてくれたのもまた先生方でした。  
　一番印象に残っている先生の言葉があります。クラス
担当の先生から、生徒に注意することが出来ていない私
に対し「先生は何があっても一番に生徒を守る存在でな
くてはいけない。ある生徒に嫌われたとしても、 頑張っ
ている生徒の盾にならなくちゃいけない。」というアド
バイスをいただきました。私はこの言葉が深く胸に刺さ
り、自分は生徒を守る立場であるということを再確認し
ました。それからはたどたどしくも注意をしたり、毎日
慣れない SHR で話をしたり、それをしっかりと聞いてく
れる生徒がたくさん居ました。不慣れで下手な私の授業
にもしっかりと挙手をしてたくさんの生徒が応えてくれ
ました。  
　教員という仕事は思っていたよりずっと大変で仕事も
多く、いつも生徒のことを考えて本当に大変な仕事であ
ることを痛感しました。しかし非常に大きなやりがいが
あることもまた改めて分かりました。私はこの仕事には
向いていないのだろうかとも思いました。しかし実習を
終えた今も先生への憧れはさらに強く持ち続けていま
す。その強い気持ちを原動力に生徒を守る盾になる先生
になりたいと思いました。
デザイン学部　ビジュアルデザイン学科　4 年　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井　文香
　私は中学校に三週間教育実習に行きました。授業の準
備段階で悩んだのは、ワークシートの作り方である。た
だ手順や描くスペースをつくるだけでは生徒に伝わらな
い。生徒の授業に対するモチベーションをあげたり、興
味を引きつけるためにワークシートの作り方や板書計画
はとても重要なことで、実際に板書に手描きの絵や写真
を使うと生徒のくいつき方が違うのが良く分かった。私
がワークシートを作る上でアドバイスを受け、意識して
作ったのは一枚のワークシートを完成させることで、生
徒に喜びを与えるような構成になっているか、ワーク
シートの中でどのように生徒のアイデアをブラッシュ
アップし、向上させていくかを担当の先生からアドバイ
スを受けながら何度も練り直していった。
　授業を実際にやって驚いたのは、予想以上に個人差が
大きいことであった。美術の得意な生徒や好きな生徒は
教室の中で数人はおり、楽々と課題をクリアしてしまう
が、教室の中には美術の苦手な生徒や美術の授業で初め
て経験することが多くできない生徒の方が多い。その美
術の授業が苦手な生徒をどうサポートして行くか、一度
目の授業で改善点を見つけ、次の授業で工夫していった。
見本を多く用意したり、資料をいろいろ与え、そこから
選ばせるなど工夫を加えて行った。私はユーモアを交え
ながら生徒と対話し、授業を進めたり、生徒にアドバイ
スしたり生徒のよい所を見つけ褒めるのは得意である。
その反面、早口になり、スラスラと授業を進めてしまう
のが欠点である。一度言っただけでは理解できないこと
がある生徒もいる。教室全体に授業内容を伝えるために
は、何度も繰り返し伝え、ゆっくり話し、間の取り方、
注目の集め方など、様々な工夫点が必要だった。課題を
伝えるだけでも多くの方法がある。五十分という限られ
た時間の中で、課題を伝え、作業し、片付ける。いかに
教室全体をまとめるか。考えさせられる教育実習だった。
教育実習を通して改めた学んだこと
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先端芸術学部　映像表現学科　4 年　
　　　　　　　　　　　　　　　　　末木　孝太朗　　
　
　今回の教育実習を通して様々なことを感じ学ぶことが
できました。特に教師とはどうあるべきか。実習校でた
くさんの先生方とお話しし、授業の様子や生徒と接する
姿を見て、改めて教師という立場を考えさせられました。
常に生徒を観察し、生徒だけでなく職員とのコミュニ
ケーションが絶えない。学校という小さな社会の中で教
師は常に生徒のことを考えている場所であると感じまし
た。また、生徒に授業をする上で、生徒にどんな力を身
に着けさせたいのかという点で、自分はただ教えたいか
ら授業をするという内容が目立ちました。
　映像やアニメーションを学ぶことで生徒にどんな力が
身に着くのかを考えていく必要性を感じることができ、
大変勉強になりました。生徒とのコミュニケーションを
とる上で、初めは積極的に話しかけてくる生徒が少なく、
授業内で何度かコミュニケーションをとるうちに、心を
開いて話しかけてくれる生徒が段々と増えていきまし
た。
　アニメーションという領域で授業を行いましたが、ア
ニメーション制作を通してアニメーションに興味を持
ち、質問をしてくる生徒が増えたことが何よりうれし
かったです。コミュニケーションがとれるようになった
こと、生徒が楽しく制作をし、興味を持ってくれること
が教師の醍醐味なのではないかと改めて感じました。
　教育実習を終えて、とても貴重な時間を過ごすことが
できたと実感しています。生徒の成長を近くで見ること
ができ、生徒や教師にとって一生に一度しかない三年間
が高校という小さな場所にあると再確認しました。生徒
のことを常に考え観察し、学校全体で生徒のこれからを
必死に試行錯誤する先生方の姿がありました。教師とい
う職業は大変だとよく聞くのですが、人を育てる大切な
職業であることをこの実習から学びました。
先端芸術学部　クラフト・美術学科　4 年
　　　　　　　　　　　　　　　　　藤本　日生
　私は香川県立高松工芸高校へ三週間、教育実習に行き
ました。
　教育実習が自身の母校だったことと、他大学からも実
習生として同級生の友達が来ることで、自分は少し気の
緩んだ状態で教育実習初日を迎えました。久しぶりに同
級生や科の先生と会い、話をしてから職員会議で実習生
として挨拶をしました。実習前に考えていたことよりも
楽ではないのかと勘違いをおこしていた自分は、実習生
という立場の意味を忘れてしまっていたのかもしれませ
ん。
　初日の一時間目、校長講話で校長先生から実習生へ、
立場を理解しているのかとお叱りをうけました。「これ
からの実習で多くのことを学んで下さい。」といった優
しい講話などは全くなく、五十分間、社会人としての礼
儀の指導をうけました。初日は講話での衝撃であっとい
う間に終わっていました。
　実習二日目の一時間目、教頭講話で昨日の校長先生以
上に叱られました。職員会議での挨拶のことと、初日に
校長先生の指導をうけていて、なぜ全員謝りに来ないの
かということでした。実習生としてよりも社会人として
間違えていると指導され、実習生はその日の内に全員謝
りに行きました。この二回目の指導がきっかけになり、
自分は社会人であり実習生という立場でこの学校に来て
いるという自覚が強く持てました。そこからは実習中、
学生の気分で動くことをやめ、仕事として考えて行動し
ました。
　実習初日に校長先生、二日目に教頭先生から指導を受
けたことで、自分は学生としてではなく社会人として立
場を考えて実習に臨むことができました。当たり前の事
だと思いますが、自分にとっては何かに取り組む時に重
要なのは結果ではなく、臨む立場や気持ち、姿勢なのだ
と学ぶことができたのは、今回の教育実習のおかげでし
た。
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先端芸術学部　クラフト・美術学科　4 年　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　松浦　優奈　　　
　私は兵庫県の中学校で 3 週間の教育実習を行いまし
た。不安と期待でいっぱいでしたが、3 週間はあっとい
う間に過ぎ去りました。短い期間でしたが、学ぶことは
たくさんありました。中でも強く印象に残っているのは、
担当教科の先生から教わった「生徒にとってこの 50 分
の授業は人生で 1 度しかないもの」という言葉です。
　教師は複数のクラスに対して授業を行います。もちろ
ん同じ学年であれば同じ単元を教えなければなりませ
ん。つまり、同じ内容の授業を繰り返し、複数のクラス
に対して行うわけですが、生徒にとってはその授業は 1
度しかないのです。それを聞いたのは私が初めて生徒の
前で授業をした日の放課後のことでした。初めての授業
は失敗だらけでした。うまく授業ができなかった悔しさ
と生徒に対しての申し訳なさが際立ち、その日はひどく
落ち込んだのを覚えています。
　翌日から私は、どうしたら生徒にとって印象に残る、
楽しく面白い授業ができるだろうかと考えるようになり
ました。他の先生の授業を見学することで、生徒の惹き
つけ方や黒板の使い方を学びました。生徒と関わること
で、授業内のコミュニケーションが取りやすくなりまし
た。自作の教材や参考作品を作ると、授業で使用した際
に生徒が「おお、すげぇ！」と興味を持って授業に取り
組むようになりました。1 つの授業を作るのに先生はど
れだけ綿密な計画を立てているかを知り、事前準備がい
かに大切かを学ぶことができました。
　担当したクラスはとても賑やかなクラスで、毎日生徒
に会うのがとても楽しみでした。3 週間の教育実習は想
像していたより大変で、毎日自分の体力との勝負でした
が、最終日の生徒からのサプライズや、先生方からの激
励のお言葉、寄せ書きに書いてあった先生の授業面白
かった！という言葉などを貰い、3 週間休む暇もなく頑
張ってきて良かったと思えました。この経験を生かし、
今後も努力し続けようと思います。
先端芸術学部　クラフト・美術学科　4 年　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　森　敦生
　私は、大阪府松原市にある私立阪南大学高等学校にて
２週間の教育実習を行わせていただきました。短くも長
く感じられた実習では、大学の授業だけでは学ぶことの
できない、実際の教育現場での教育を学ぶことができま
した。 
　授業実習では陶芸の授業を担当させていただくことに
なりました。陶芸は私の専門分野であるため、スムーズ
に授業を進行させることができるだろう、うまく生徒
に指導できるだろうと考えていました。しかし、授業実
習を振り返ってみると、“生徒の立場になれていなかっ
た”“生徒に何を重視させるのか”の大きな反省点が見
えてきました。 
　私は陶芸の知識と技術が身に付いていますが、生徒に
は身に付いていません。それにも関わらず、緊張から試
技の一部を忘れ省いてしまったり、時間を気にするあま
り生徒の制作をあまり見てやることができなかったりし
ました。また、無理のある時間配分であったために、生
徒がついていけないこともありました。初心者である生
徒の立場になって指導しなければならないことは理解し
ているつもりでしたが、その本質を全く理解してなかっ
たことを痛感しました。 
　工芸とはまず技術を身に付けてからであり、それがで
きてから自らの発想を取り入れた自由なデザインを考え
ていくべきだと私は考えています。しかし、生徒には自
由な発想をしてデザインを考えさせるほうが授業を楽し
むことができると考えてしまい、技術より作品のデザイ
ンを重視させた授業にしてしまいました。そのため曖昧
な授業内容となってしまい、工芸の授業を行う上での大
切なことを欠かしてしまう結果となってしまいました。 
授業実習において、指導する上での生徒への配慮不足が
目立ってしまいました。また、実際に授業を行うことで、
自らの知識と技術を伝え教えるということの難しさを痛
感しました。しかしこの経験は、生徒との向き合い方と
美術の教師としての在り方を深く考えることができまし
た。
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先端芸術学部　クラフト・美術学科　4 年　
　　　　　　　　　　　　　　　　　柳原　萌
　私は神戸市にある中高一貫の私立女子校で 3 週間の教
育実習を行いました。
　実際授業を行ったのは中学 1 年生と高校３年生の２学
年でした。在籍している生徒のなかで最年少と最年長の
学年で、内容も作業ペースも大きな差があり、中高一貫
ならではの貴重な経験をすることが出来ました。
　実際教壇に立ってみて感じたのは、作業ペースの認識
の齟齬でした。教師側は少なからず美術が得意であり作
業をすることに慣れている、そのため自身が計画する時
間で終わらないことを身をもって知りました。生徒の様
子を見て、個々のペースを把握し、適切なアドバイスや
進め方を臨機応変に考えていかないと授業は成立しない
な、と思いました。もう一つ感じたのは、活気のあるく
らいのほうが効率よく進むということでした。実技が主
な授業なので静かに集中させるというより、全員が何か
楽しみを見付け、生徒同士で会話しながら技を教え合う
ような授業が出来ればいいな、と思いました。
　担当してくださった指導教諭の受け売りではあります
が、美術教師は変わった先生が多い。これを武器に、変
わった視点から助言すること、生徒と近くあること、協
力してもらって授業を進めていくことが重要なのかなと
感じました。
　私立ゆえ、私が卒業した頃と教師陣が殆ど変わらず、
美術以外の先生方と授業の進め方や今の生徒たちの色や
学校の方針、それぞれ私達が在学した頃との違いを交え
ながらお話してくださってとても貴重な経験が出来まし
た。
　教育実習が始まるまでは不安で辛いことも多かったけ
れど、終わった今はここまで頑張ってきてよかった、楽
しかったと思っています。
科目等履修生　
　　　　　　　　　　　　　　　　　中川　愛子
　母校の佐賀県鹿島市立西部中学校で３週間の教育実習
を終えた。西部中学校はやんちゃな生徒が多く、実習が
始まる前は不安しかなかった。
　最初の１週間目は生徒と会話ができなかったが、週の
後半に、時間割や一言を書く学活ノートを任された。私
が決めたテーマに生徒が一言書き、それに対してコメン
トする。一人一人と向き合えるツールになり、最初はあ
まり書いてくれなかった生徒もだんだんしっかり書いて
くれるようになり、読むのが楽しみだった。会話でコミュ
ニケーションが取れない分を、文字で生徒と向き合った。
　美術の授業は、生徒にとって休み時間であることが１
週目にわかった。美術が苦手な生徒が大半だったため、
きちんと授業をすることよりも、美術とは何かを伝える
ことにフォーカスした。授業の始めに「絵が苦手な人は、
人生の中で何枚作品を残すのか。この先絵を描く機会は
減っていく。今の描く時間や作品を大切にしてほしい」
という話をした。生徒は顔つきが変わり集中して描くよ
うになった。
　実習最終日、６限の研究授業が終わり、教室で最後に
自分の高校受験の話をした。「嘘だらけで面接に受かっ
て、不登校になって転校したけど、今は好きなことがで
きている。何があっても、意外と何とかなる」話してい
る時、生徒は一言も喋らず、前を向いて一生懸命聞いて
くれた。一番伝えたかったことが伝わったと確信した。
　たった３週間で私に何ができるか。私がしたいのは、
生徒を正すことでもまともな授業をすることでもなかっ
た。少しでも、芸術は面白いと感じてほしい。だから毎
朝作品を持って行き紹介した。中学生に自分は何もでき
ないと思ってほしくない。だから、私が失敗した話も含
めて、伝えたいことを伝えた。３週間に悔いは残るが、
自分が伝えたかったことは伝えることができ、生徒も受
け取ってくれたことが何よりも嬉しかった。３週間は、
私の人生の中でとても貴重な時間となった。
教育実習を通して改めて学んだこと
　　　　　報告・記録
この章では、本学の教職課程の活動記録、各種統計データを記載しています。
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教職課程履修者数／教員採用試験の状況／就職状況の概要
2017年度　教職課程履修者数
1 年 2 年 3 年 4 年
科目等
履修生
学科合計
環境デザイン学科
（環境・建築デザイン学科）
5 3 5 0 0 13
プロダクト・インテリアデザイン学科
（プロダクトデザイン学科）
10 6 2 3 0 21
ファッションデザイン学科 4 1 0 2 1 8
ビジュアルデザイン学科 11 9 4 4 0 28
まんが表現学科 4 4 0 2 0 10
映像表現学科 8 5 0 5 0 18
アート・クラフト学科
（クラフト・美術学科）
9 9 5 9 1 33
合　　計 51 37 16 25 2 131
就職状況の概要（過去３ヵ年）
常勤講師 非常勤講師
その他 合計
卒業年度 高等学校 中学校
特別支援
学校
高等学校 中学校
特別支援
学校
2015 1 2 0 1 0 0 1 5
2016 0 0 5 2 1 0 2 10
2017 1 0 4 4 0 0 0 9
合計 2 2 9 7 1 0 3 24
教員採用試験の状況
2018年度教員採用選考試験（兵庫県）　合格2名
（人）
（人）
− 46 −
神 戸 芸 術 工 科 大 学 『教職課程年報 2017』
教員免許状一括申請授与件数
教員免許状一括申請授与件数（過去３ヵ年）
卒業年度 2015 2016 2017 合計
環境・建築デザイン学科 高等学校 工業 1 3 0 4
プロダクトデザイン学科
中学校 美術 3 1 3 7
高等学校
美術 4 4 3 11
工芸 3 3 3 9
ファッションデザイン学科 高等学校 工業 0 0 2 2
ビジュアルデザイン学科
中学校 美術 5 4 3 12
高等学校
美術 8 7 4 19
工芸 5 1 3 9
まんが表現学科
中学校 美術 0 3 0 3
高等学校
美術 0 3 2 5
工芸 0 2 0 2
映像表現学科
中学校 美術 1 2 3 6
高等学校
美術 1 4 5 10
工芸 0 0 2 2
クラフト・美術学科
中学校 美術 3 3 6 12
高等学校
美術 3 3 9 15
工芸 3 1 8 12
合　　計 40 44 56 140
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教職課程 ・博物館学芸員課程運営委員会委員／教職課程 ・博物館学芸員課程運営委員会の活動記録
2017年度　教職課程・博物館学芸員課程運営委員会委員
 委員長 津田　 徹 基礎教育センター　准教授
 副委員長 山﨑 　均 基礎教育センター　教授
 副委員長 平林 幹生 教務課 課長
  桑田 芳治 基礎教育センター　特任教授
  藤井 淳一 基礎教育センター　特任教授
  福島 美和 基礎教育センター　特任教授
  川北 健雄 環境デザイン学科　教授
  安森 弘昌 プロダクト・インテリアデザイン学科　准教授
  ばんば まさえ ファッションデザイン学科　教授
  高  台泳 ビジュアルデザイン学科　助教
  橋本 英治 まんが表現学科　教授　
  金子 照之 映像表現学科　准教授
  さくま はな アート・クラフト学科　助教
2017年度　教職課程・博物館学芸員課程運営委員会の活動記録
日　時 主　な　内　容
第１回 2017年４月18日（火）
2017 年度教職課程・博物館学芸員課程運営委員会開催スケジュールについて
2017 年度教職課程にかかる各種業務取り纏め担当について
2017 年度豊能地区教員採用試験における大学推薦者の選考について
教職関係科目の時間割重複について
2016 年度教員採用状況について
2016 年度教育職員免許状授与件数について
2016 年度博物館学芸員課程修了者数について
2017 年度教育実習予定者について
2017 年度介護等体験予定者について
第２回 2017年７月12日（水）
2017 年度教職課程・博物館学芸員課程年報の概要と作成スケジュールについて
教職課程の再課程認定について
2017 年度教育実習訪問指導について
2017 年度博物館実習の実施について 
阪神地区私立大学教職課程研究連絡協議会の報告について
全国私立大学教職課程研究連絡協議会の報告について
第３回 2017年11月22日（水）
2019 年度 教職課程の再課程認定申請について
　「大学独自設定科目」の設定（ｽｸｰﾙｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・知的財産権入門 等）
2018 年度 教職課程のカリキュラムについて
2018 年度 博物館学芸員課程のカリキュラムについて
2018 年度 教員免許更新講習の実施について
2017 年度 教職課程及び博物館学芸員課程年報の構成について
2018 年度 教員採用試験の状況について
2018 年度 教育実習の内諾状況について
2017 年度 博物館実習実施報告について
2017 年度 博物館インターンシップの実施について
第４回 2018年３月５日（月）
教職再課程認定申請：カリキュラム・教員組織について
　　　　　　　　　　教育実習の履修資格の変更、事前相談実施結果について
2018 年度 教員免許状更新講習の認定申請について
2017 年度 教員免許状授与予定者について  
2018 年度 教員採用状況について
2017 年度 博物館学芸員課程修了予定者について 
2018 年度 教職面談の実施について 
2018 年度 博物館実習の派遣計画について 
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教員採用試験対策セミナー実施状況
2017年度　教員採用試験対策セミナー実施状況
期　　日 内　　容 担当
前
　　　
期
第１回 　４月１５日（土）
教員採用試験に向けて
専門教養（主に美術分野）
藤井
第２回 　４月２９日（土） 教職教養（一般教養を含む）の要点 津田
第３回 　５月２０日（土） 専門教養（主に工芸分野）の要点 桑田
第４回 　６月　３日（土）　専門教養（主にデザイン分野）・面接の要点 藤井
第５回 　６月１７日（土） 教員採用試験対策のまとめ 福島
後
　　　
期
第１回 １１月　４日（土）
教員採用試験に向けて
専門教養（主に美術分野）
藤井
第２回 １１月１８日（土） 教職教養（一般教養を含む）の要点 津田
第３回 １２月　２日（土） 専門教養（主に工芸分野）の要点 桑田
第４回 １２月２３日（土） 専門教養（主にデザイン分野）・面接の要点 藤井
第５回 　１月１３日（土） 教員採用試験対策のまとめ 福島
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『神戸芸術工科大学　教職課程年報』 に関する概要
『神戸芸術工科大学 教職課程年報』に関する概要
１．ねらい
　　本学の教職課程における教育・研究活動に資するため、『神戸芸術工科大学　教職課程年報』を設ける。
２．投稿資格者
　　①本学教職課程担当の教職員（専任、特任、非常勤）
　　②教職課程教育実習校等の関係者
　　③本学教職課程履修生（科目等履修生を含む）
　　④既卒者（現役教員等）
３．原稿の構成
　　①投稿者からの論文、研究ノート・ルポルタージュ・エッセイ等
　　②課程履修生の教育・学修成果の報告
　　③既卒者からのメッセージ
　　④教職課程の年間運営活動の報告
　　⑤教職課程履修者数、免許取得件数
　　⑥その他（必要に応じて、教職課程・博物館学芸員課程運営委員会にて審議する）
４．発行
　年度末（毎年 3 月中旬）に発行する。
５．編集
　　教職課程専任教員および事務局職員とする。
　　原稿は執筆者本人による責任とする。
　　原稿形式は、『神戸芸術工科大学紀要』の執筆要項に準ずる。
　　提出は、完全原稿とする。執筆手続きについては別途定める。
６．頒布対象者
　　頒布を希望する本学、教職課程関係者（教員、職員、学生、本学関係者）、関係機関、その他
　　執筆者
　　国立国会図書館
　　本学情報図書館　※本学情報図書館 HP に電子版をアップロードする
７．発行部数
　　250 部とする（各課程年報の合本印刷とし、履修学生の増減によって調整する）。
８．その他
　　詳細は別途定める。また、必要に応じて教職課程・博物館学芸員課程運営委員会にて検討する。
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編集後記
2017 年度　教職課程編集後記
　今年度も教職課程年報を無事発行することができ
ました。教職課程・博物館学芸員課程運営委員会の
先生方ならびに執筆をお引き受け下さった方々に御
礼を申し上げます。今回は教員側からは 6 名、卒業
生からは 2 名、学部学生からは 9 名の報告が掲載さ
れました。今年度は非常によいお知らせを報告した
いと思います。教員採用選考試験に現役で合格した
学生が 2 名誕生しました。この報告以外にも、卒業
生 4 名が合格を果たしたとの報告を受けました。私
たち教職担当の専任教員が把握している人数だけで 6
名の合格者が出ているということは本学始まって以
来の快挙です。ぜひ後輩学生においても引き続き健
闘を期待します。本学の教職課程の歴史は比較的浅
い部類に入りますが、指導担当の先生方は厳しく時
には暖かい心を持って学生に指導をして頂いており
ます。教職課程の運営に、引き続き教職員一体となっ
て鋭意努力したいと考えております。どうぞよろし
くお願い申し上げます。
　最後になりましたが、本冊子編集発行に際しまし
て、齊木崇人学長をはじめ、教職課程・博物館学芸
員課程運営委員会の先生方、平林幹生教務課長、教
務課職員の田中真弓さん、教務課職員の西岡基さん
にお世話になりました。編集委員を代表して御礼申
し上げます。
津田　徹
基礎教育センター / 准教授
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